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▲趣味を楽しみ心安らぐ一日（南浅川橋で）�

もくじ（主な内容）�
:2・3…図書館の開館
日などを拡大など　:4・
5…市営住宅の入居者
募集など　: 6…夕や
けの里の催しなど　:7
…みんなの声　: 8～
10…人事行政の運営
などの状況を公表�

記念事業による整備予定図�

　国民の祝日に関する法律が一部改正され、今
年から4月29日が｢昭和の日｣となります｡これは、激
動の昭和の時代を顧みて、将来を思っていただこ
うと制定されたもの。武蔵野陵のある本市では、国
や都と連携し、さまざまな記念事業を展開しています。
この事業では、下図のとおり高尾駅から武蔵陵墓
地周辺で遊歩道や休憩所（ポケットパーク）などを
整備。皆さんが散策や自然とのふれあいを楽しみ
ながら「昭和」を思い、ゆったりとした一日を過ごせ
るようなまちをめざしています。�
　また今後は、高尾山周辺も含めて、この地域の
観光資源をいかしたまちづくりを進めていきます。�
�
　記念の催しなどを支援�

　市は、国の後援を受けて昨年開催された｢いちょ
う祭り｣のように、市民の皆さんが「昭和の日」の制
定を記念して行う催しなども支援していきます。�

問い合わせ　都市計画室（☎620・7258、FAX�
627・5915）へ�

「４月２９日」は本市ゆかりの
祝日「昭和の日」�

「４月２９日」は本市ゆかりの
祝日「昭和の日」�
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市
は
、読
書
を
通
じ
て
豊
か
な
心
を
育
む
ま
ち

づ
く
り「
読
書
の
ま
ち
八
王
子
」に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。そ
こ
で
、市
民
の
皆
さ
ん
に
、よ
り
一
層
読

書
に
親
し
ん
で
も
ら
え
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、2
月
1
日
（木）
か
ら
南
大
沢
図
書
館
と
川

口
図
書
館
の
開
館
日
な
ど
を
拡
大
し
ま
す
。2
つ

の
図
書
館
の
開
館
時
間
・
休
館
日
は
次
の
と
お
り

で
す
。問
い
合
わ
せ
は
各
図
書
館
へ
。�

�■
南
大
沢
図
書
館
（
☎
6
7
9
・
2
2
0
1
、F
�

A
X
6
7
9
・
2
2
1
1
）
�

開
館
時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
7
時
�

休
館
日
　
毎
月
第
3
火
曜
日（
館
内
整
理
日
）、

蔵
書
点
検
期
間
、年
末
年
始
�

�
■
川
口
図
書
館（
☎
6
5
4
・
8
4
4
8
、F
A
X
�

6
5
4
・
8
4
4
9
）�

開
館
時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
5
時（
水
・
木

曜
日
は
7
時
ま
で
）�

休
館
日
　
毎
月
第
2
・
4
月
曜
日（
館
内
整
理

日
な
ど
。祝
・
休
日
の
場
合
は
翌
日
）、蔵
書

点
検
期
間
、年
末
年
始
�

2
月
1
日
か
ら
南
大
沢
・
川
口
図
書
館
の
開
館
日
�

な
ど
を
拡
大
�

　
4
月
に
、新
滝
山
街
道
沿
い
に
オ
ー
プ
ン

予
定
の「
道
の
駅
八
王
子
滝
山
」に
は
、八

王
子
産
の
農
産
物
の
直
売
所
な
ど
が
併
設

さ
れ
ま
す
。そ
こ
で
、こ
の
直
売
所
が
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
親
し
ま
れ
る
施
設
に
な
る

よ
う
な
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。�

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
�

申
し
込
み
　
市
役
所
5
階
農
林
課
と
J
A

八
王
子
各
支
店
で
配
布
す
る
応
募
用
紙
、

ハ
ガ
キ
、フ
ァッ
ク
ス
、ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
愛

称
・
簡
単
な
説
明
、住
所
・
氏
名（
ふ
り
が

な
）・
性
別
・
年
齢
・
勤
務
先（
学
校
名
）・

電
話
番
号
を
書
い
て
、1
月
31
日（
消
印

有
効
）ま
で
に
八
王
子
市
役
所
農
林
課（
〒

192
‐
8
5
0
1
☎
6
2
0
・
7
2
5
0
、

F
A
X
6
2
7
・
5
9
5
1
、E
メ
ー
ル

b091300@
city.hachioji.tokyo.jp

）へ
�

※
採
用
さ
れ
た
方
に
は
記
念
品
を
贈
呈
。

ま
た
、作
品
の
権
利
は
、道
の
駅
八
王
子
滝
山

農
産
物
直
売
所
出
荷
組
合
に
帰
属
し
ま
す
。�

「
道
の
駅
八
王
子
滝
山
」
の
農
産
物
直
売
所
の
�

愛
称
を
募
集
�

圏
央
道
開
通
の
記
念
碑
に
使
用
す
る
�

「
あ
な
た
の
文
字
」
を
募
集
�

　
企
業
の
本
市
へ
の
進
出
を
促
し
、地
域
産
業
の

振
興
を
図
る
た
め
の
優
遇
策
を
盛
り
込
ん
だ「
い

き
い
き
企
業
支
援
条
例
」。市
は
、こ
の
条
例
に
基

づ
い
て
、企
業
が
一
定
以
上
の
規
模
の
工
場
や
商

業
施
設
な
ど
を
新
設
・
拡
張
す
る
場
合
に
奨
励
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
中
で
、今
月
1
日

か
ら
、次
の
と
お
り
条
例
の
一
部
を
改
正
し
、奨
励

金
の
交
付
対
象
を
拡
大
。さ
ら
な
る
企
業
の
誘
致

と
雇
用
の
拡
大
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。�

▼
圏
央
道
の
整
備
に
よ
り
、企
業
の
立
地
条
件
が

向
上
し
て
い
る「
戸
吹
地
区
」を
企
業
立
地
促
進

地
域
に
追
加
　
▼
土
地
の
有
効
利
用
、企
業
活
動

場
所
の
確
保
を
進
め
る
た
め
、貸
し
工
場
な
ど
を

建
設
す
る
者
へ
の
奨
励
金
を
交
付
　
▼
工
場
な
ど

を
設
置
し
よ
う
と
す
る
企
業
に
対
し
て
、土
地
を

譲
渡
す
る
者
へ
の
奨
励
金
を
交
付
　
�

　
な
お
、奨
励
金
の
交
付
に
は
一
定
の
条
件
が
あ

り
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
産
業
政
策
課（
☎
6
2
0
・

7
3
7
9
、F
A
X
6
2
7
・
5
9
5
1
）ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

1
月
1
日
に
「
い
き
い
き
企
業
支
援
条
例
」
を
改
正
�

　
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道（
圏
央
道
）

の
八
王
子
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
か
ら
あ
き
る
野
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
の
区
間
が
、6
月
に
開

通
す
る
予
定
で
す
。こ
れ
に
あ
わ
せ
、八
王

子
西
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
に
童
謡
「
夕

焼
小
焼
」の
ふ
る
さ
と
に
ち
な
ん
だ
記
念
碑

を
設
置
し
ま
す
。そ
こ
で
、

こ
の
記
念
碑
に
使
用
す

る
文
字
を
募
集
し
ま
す
。

作
品
は
書
道
用
紙（
縦

1
1
0
セ
ン
チ
㍍
×
横

27
セ
ン
チ
㍍
）を
使
用
し
、

次
の
4
つ
の
文
章
か
ら
、

い
ず
れ
か
1
つ
を
選
ん

で
毛
筆
で
直
筆（
縦
書
き
）

し
て
く
だ
さ
い
。　
▼
夕

焼
小
焼
で
日
が
く
れ
て
　
▼
山
の
お
寺
の

鐘
が
鳴
る
　
▼
お
手
々
つ
な
い
で
皆
帰
ろ
　

▼
烏
と
一
緒
に
帰
り
ま
し
ょ
う
�

申
し
込
み
　
作
品
と
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
書
い
て
、2
月
15
日（
消
印

有
効
）ま
で
に
郵
送
で
、夕
や
け
小
や
け

ふ
れ
あ
い
の
里（
〒
192‐
0
1
5
6

上
恩
方
町
2
0
3
0
）へ
　
�

問
い
合
わ
せ
　
交
通
政
策
室（
☎
6
�

2
0・7
2
5
9
、F
A
X
6
2
7・

5
9
1
5
）、ま
た
は
中
日
本
高

速
道
路（
☎
6
4
5
・
7
5
1
1
、

F
A
X
6
4
5
・
7
6
4
9
）へ
�

※
採
用
さ
れ
た
方
に
は
記
念
品
を

贈
呈
。ま
た
、作
品
の
権
利
は
、八

王
子
観
光
協
会
に
帰
属
し
ま
す
。�

▲建設中の八王子ジャンクション�

▲館には親子で読書を楽しめるスペースも�
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　子育ての手助けをしてほしい方（依頼
会員）に、お手伝いできる方（提供会員）を
紹介するファミリー・サポート・センター。各会
員になるためには、説明会への参加が必
要です。�
期日・会場　1月23日（火）…市役所9階
903会議室、2月25日（日）…南大沢市民
センター、3月24日（土）…学園都市センター
（八王子スクエアビル内）�
時間　午前10時～11時30分�
定員　各50名（先着順）�
申し込み　電話でファミリー・サポート・セン
ター（☎・FAX 621・7001）へ�
※2月25日と3月24日は、6か月以上のお子
さんを25名（先着順）お預かりします。申し
込み時にご予約を。�

ファミリー・サポート・
センターの説明会�

「はちおうじ省エネ国」
への参加家庭を募集�

　家庭的な環境の中で2歳
以下のお子さんをお預かりす
る家庭福祉員（保育ママ）を
募集しています。�
対象　市内在住で、次のす
べてに該当する25～60歳
の方　:子育ての経験が
ある　:保育士・教員・助
産師・保健師・看護師のい
ずれかの資格を持ってい
る　:就学前のお子さんを
養育していない　:育児

専用の部屋（6畳以上）を
確保できる　:ペットを飼
育していない�

申し込み　「保育ママ」と住
所・氏名・年齢・電話番号
を書いて、ハガキ、ファックス、
またはＥメールで八王子市
役所子育て支援課（〒192‐
8501☎620・7248、FAX621・
2711、Eメールb082000@�
city.hachioji.tokyo.jp）
へ�

家庭福祉員（保育ママ）を募集�

　市は、防犯対策などを検討
する「生活安全対策協議会」
を設置しています。3月に、現
在の市民委員の任期が満了
することに伴い、新たな委員
を募集します。�
対象　市内在住で18歳以
上の方(市のほかの附属
機関などの委員を除く)�

任期　2年間（会議は年2回
程度開催）�

募集人員　2名（選考）�

報酬　1回12,000円�
申し込み　「応募の動機（200
字以内）」と「地域の防犯
力を向上させるための方
策（600字以内）」をまとめ、
住所・氏名・生年月日・職業・
電話番号を書いて、2月9日
（必着）までに直接、または
郵送で八王子市役所1階
暮らしの安全安心課（〒19�
2‐8501、問い合わせ☎620・
7227、FAX620・7322）へ�

生活安全対策協議会の市民委員を
募集�

　人権の大切さを知ってい
ただくための写真などを展示
する「思いやりパネル展」を
開催します。また、人権相談
も実施しますので、気軽にご
相談を。�
　なお、人権相談は、毎月10
日（土・日曜日、祝・休日の場
合は翌日）に行っています。
問い合わせは総務課（☎620・
7201、FAX621・1298）へ。�

■思いやりパネル展�
日時　1月24～31日の午前8
時30分～午後7時（31日は
3時まで）�

会場　市役所2階市民ロビー�
■人権相談�
日時　1月23日（火）午後2時
30分～4時30分�

会場　市役所4階総務課�
費用　無料�
申し込み　不要、直接会場へ�

思いやりパネル展と人権相談を�
開催�

　深刻な地球温
暖化に歯止めを
かけるためには、
一人ひとりが環
境への問題意識
を持ち、省エネを
実行することが
大切です。そこ
で市は、一般家
庭でエネルギー
使用量の削減を
めざしていただく

「はちおうじ省エネ国」事業に参加するご
家庭を募集しています。�
対象　市内の世帯�
内容　家庭の電気・ガス・灯油（いずれか
1つでも可）などの毎月の使用量をチェッ
ク表に記入し、市へ提出。1年間チェッ
クできたご家庭に省エネ国の認定書を
発行�

申し込み　世帯で国名と大統領を決め、
住所・氏名・電話番号を書いて、電話、
ファックス、またはＥメールで環境政策課（☎
620・7384、FAX626・4416、Ｅメール
b110400@city.hachioji.tokyo.jp）へ�

▲こまめにプラグを抜くことで待機
電力の節約を�



　
今
回
の
募
集
は
市
営
住
宅
の
入

居
者
を
決
め
る
も
の
で
す
。入
居
資

格
に
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、詳
し

く
は
募
集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

募
集
戸
数
　
▼
単
身
・
2
人
世
帯

向
け
…
6
戸
　
▼
2
人
以
上
世

帯
向
け
…
10
戸
　
▼
3
人
以
上

世
帯
向
け
…
9
戸
�

募
集
案
内
の
配
布
　
1
月
15
〜
22

日
に
市
役
所
6
階
住
宅
対
策
課
、

各
事
務
所
、ク
リ
エ
イ
ト
ホ
ー
ル
、

各
図
書
館
と
北
野
分
室
、市
住
宅・

都
市
整
備
公
社（
大
和
田
町
五

丁
目
）で
�

申
し
込
み
　
所
定
の
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、1
月
24
日（
必

着
）ま
で
に
所
定
の
封
筒
で
郵
送
�

問
い
合
わ
せ
　
住
宅
対
策
課（
☎
6
�

2
0・7
3
8
5
、F
A
X
6
2
6・

3
6
1
6
）へ
�

　
昨
年
、市
・
都
民
税
の
申
告
を
し

た
方
な
ど
に
対
し
て
、1
月
29
日
に

「
市
・
都
民
税
の
申
告
書
」
を
郵
送

し
ま
す
。ま
た
、同
日
か
ら
市
役
所

3
階
住
民
税
課
、各
事
務
所（
駅
前

事
務
所
を
除
く
）、ク
リ
エ
イ
ト
ホ
ー

ル
1
階
で
、「
市
・
都
民
税
の
申
告
書
」

と
所
得
税
の「
確
定
申
告
書
」を
配

布
し
ま
す
。問
い
合
わ
せ
は
、市
・
都

民
税
に
つ
い
て
は
住
民
税
課（
☎
6
�

2
0
・
7
2
1
9
、F
A
X
6
2
7
・

5
9
1
8
）、所
得
税
に
つ
い
て
は
八

王
子
税
務
署（
☎
6
2
2・6
2
9
1
、

F
A
X
6
2
6
・
3
8
0
3
）へ
。�

　
な
お
、確
定
申
告
で
固
定
資
産
の

課
税
資
産
明
細
書
が
必
要
な
方
は
、

資
産
税
課（
☎
6
2
0
・
7
2
5
1
）、

ま
た
は
税
制
課（
☎
6
2
0
・
7
2
�

1
8
）へ
電
話
で
ご
請
求
を
。�

�
2
月
5
日
か
ら
申
告
の
受
け
付
け

や
確
定
申
告
の
相
談
な
ど
を
開
催
�

　
2
月
5
日
か
ら
市
・
都
民
税
の
申

告
の
受
け
付
け
や
、東
京
税
理
士

会
に
よ
る「
確
定
申
告
無
料
相
談
」

と
年
金
受
給
者
の
た
め
の「
確
定
申

告
作
成
指
導
会
」を
行
い
ま
す
。ま

た
、2
月
16
日
か
ら
は
八
王
子
駅
北

口
地
下
自
由
通
路
で
記
載
済
み
申

告
書
の
提
出
が
で
き
ま
す
。日
時
な

ど
詳
し
く
は
、本
紙
2
月
1
日
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。�
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1
月
15
日
か
ら
市
営
住
宅
の
�

入
居
者
を
募
集
�

1
月
29
日
に
�

市
・
都
民
税
の
申
告
書
を
郵
送
�

連絡先一覧�

税
務
職
員
な
ど
を
装
っ
た
�

詐
欺
に
ご
注
意
を
�

　
20
歳
前
に
初
診
日
の
あ
る
病
気
や
ケ
ガ
で
、日
常
生
活
に

支
障
を
き
た
し
て
い
る
方
は
、20
歳
に
な
る
と
障
害
基
礎
年

金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。た
だ
し
、障
害
の
程
度
や
本
人
の
所

得
額
な
ど
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。問
い
合
わ
せ
は
国
民
健
康

保
険
年
金
課（
☎
6
2
0
・
7
2
3
8
、F
A
X
6
2
6
・
2
�

3
8
1
）へ
。�

20
歳
に
な
っ
た
障
害
の
あ
る
方

は
障
害
基
礎
年
金
の
請
求
を
�

　
市
の
税
務
部
や
税
務
署
な
ど
の
職
員
を
装
い
、お
金
を

だ
ま
し
取
る
詐
欺
事
件
な
ど
が
起
き
て
い
ま
す
。電
話
で「
税

金
の
還
付
金
が
あ
る
」
な
ど
と
偽
り
、現
金
自
動
預
払
機

（
A
T
M
）を
指
示
ど
お
り
操
作
さ
せ
る
こ
と
で
お
金
を
振

り
込
ま
せ
た
り
、「
市
役
所
の
○
○
税
課
」

な
ど
と
具
体
的
に
所
属
先
を
名
乗
る
こ

と
で
信
用
さ
せ
、口
座
番
号
を
聞
き
出
そ

う
と
し
た
り
す
る
な
ど
、手
口
も
巧
妙
に

な
っ
て
い
ま
す
。税
務
職
員
を
名
乗
る
者

か
ら
こ
の
よ
う
な
電
話
が
あ
っ
た
と
き
な

ど
は
、そ
の
職
員
の
所
属
・
名
前
な
ど
を

確
認
の
う
え
、下
表
の
連
絡
先
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

�
「
に
せ
税
理
士
」
に
ご
注
意
を
�

　
資
格
の
な
い
者
が
税
金
の
相
談
や
申

告
書
の
作
成
、税
務
の
代
理
を
行
う
こ
と

は
法
律
で
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。思
わ
ぬ

被
害
を
招
く
原
因
に
も
な
り
ま
す
の
で
、

「
に
せ
税
理
士
」に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。�

連絡先�
税制課�
八王子税務署�
八王子都税事務所�
東京税理士会�

電話・ファックス番号�
☎620・7396､FAX627・5918�
☎622・6291､FAX626・3803�
☎644・1111､FAX644・1120�

☎03・3356・4471､FAX03・3354・8360

健康福祉総務課（☎620・
7240、FAX628・2477）、保
健センター（☎625・9128、
FAX627・5887）�
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▲指の間も石けんで丁寧に�

▼
　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
　

▲
�

　
こ
の
冬
は
、「
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
」に
よ
る
感
染
性
胃

腸
炎
や
食
中
毒
が
多
発
し
て
い
ま
す
。特
に
今
年

は
症
状
の
重
い
種
類
が
猛
威
を
ふ
る
っ
て
い
ま
す
。�

　「
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
」は
感
染
力
が
強
く
、主
に
ウ
イ

ル
ス
が
付
着
し
た
食
材
や
調
理
器
具
、手
や
指
で

の
調
理
を
通
し
て
感
染
し
ま
す
。症
状
は
吐
き
気

や
お
う
吐
、下
痢
や
腹
痛
で
、発
熱
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
が
、体
力
の
あ
る
成
人
の
方
な
ら
数
日

で
治
ま
り
ま
す
。�

　
こ
の
ウ
イ
ル
ス
に
は
予
防
、駆
除
の
ワ
ク
チ
ン
が

な
い
た
め
症
状
が
続
く
場
合
に
は
、医
師
の
診
察

が
必
要
で
す
。特
に
体
力
の
弱
い
乳
幼
児
や
高
齢

者
は
、脱
水
症
状
を
起
こ
し
て
体
力
を
消
耗
し
ま

す
の
で
、症
状
が
ひ
ど
い
場
合
は
入
院
治
療
が
必

要
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。�

　
対
策
の
基
本
は
、手
洗
い
で
す
。食
事
の
前
や

ト
イ
レ
の
後
は
必
ず
石
け
ん
で
腕
か
ら
指
先
ま
で
、

30
秒
以
上
し
っ
か
り
洗
い
ま
し
ょ
う
。手
を
ふ
く

タ
オ
ル
も
清
潔
な
も
の
を
用
意
し
て
、同
じ
タ
オ
ル

を
一
緒
に
使
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。�
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　市は、「男女が共に生きるまち八王
子プラン」をもとに、男女共同参画社
会の実現のための施策を推進して
います。このほど、平成17年度の進
行状況を評価した報告書がまとまり
ました。報告書は1月26日から男女共
同参画センター、市役所5階市政資
料室、市内4つの図書館と北野分室、
市のホームページでご覧になれます。�
�
　皆さんからご意見を募集�

　また、この報告書に対するご意見
を募集しています。2月9日までに直接、
電話、ファックス、またはEメールで男
女共同参画センター（☎648・2230、
FAX644・3910、Eメールb050900@�
city.hachioji.tokyo.jp）へ。�

「男女が共に生きるまち八王子
プラン」の進行状況報告書を作成�

対象　市内在住・在勤・在学の方（学
生スキー連盟の登録者を除く）�

期日　3月11日（日）�
種目・部門　大回転競技…小学生、
中学生、女子（1・2部）、男子（1～
5部）�

会場　エコーバレースキー場（長野県）�
定員　150名（先着順）�
費用　2,000円（中学生以下は1,000円）�
申し込み　1月15日～2月16日に費用
を持って直接、市役所8階スポーツ
振興課（☎620・7335、FAX626・
8554）、または八王子スキー連盟
事務局（ベストスキーサービス内、
上野町☎626・5961）へ�

市民スキー競技大会
の参加者を募集�

問い合わせ　産業政策課（☎
620・7379、FAX627・5951）へ�

　正社員をめざす「フリーター」
「ニート」の方と、お子さんの就
職のことで悩んでいる保護者な
どを対象に、就職支援アドバイ
ザーによるセミナーを開催します。�
:フリーター・ニートのための就
職支援セミナー�
日時　1月19日（金）午後1時～
4時30分�

会場　ハローワーク八王子�
:親のための就職セミナー�
日時　1月27日（土）午前10
時～午後4時�

会場　クリエイトホール視聴覚室�
定員　各40名（先着順）�
費用　無料�

申し込み　電話でハローワーク
八王子（☎648・8609、FAX648・
8614）へ�

�
　職探しのための出張相談会�

　ハローワーク八王子では、仕
事をお探しの方を対象に、就職
に関する相談会を開催します。�
日時　1月18日（木）午前10時～
午後3時�

会場　南大沢市民センター�
費用　無料�
申し込み　不要、直接会場へ�

フリーター・ニートのための�
就職支援セミナーを開催�

公開講座の日程表�
日　時�

1月26日（金）�
午前10時～午後5時�

1月27日（土）�
午前10時～午後5時�

1月27日（土）�
午後１時30分～3時�

1月27日（土）�
午後3時30分～5時�

講　座　名�
オープンソースソフトウェアの
教育利用�

モバイル・ユビキタス学習環境�
�

歌で顧みる“激動の昭和”�
�
前立腺の病気に関すること�
～前立腺肥大症と前立腺がん�

講　師�
電子情報通信学会
会員�

教育システム情報
学会会員�

元日本コロムビア理
事・平原俊彦さん�

東海大学八王子病
院・内田豊昭さん�

定員（先着順）�
�

各56名�
�
�
�

各216名�

学園都市大学「いちょう塾」の�
公開講座�

　年齢や体力に関係なく気軽に
できるニュースポーツ。今回はドッ
ヂビーとネオテニスが体験できます。�
内容・対象　①ドッヂビー…市
内在住・在勤の方、②ネオテ
ニス…市内在住の小学生�

日時　2月4日（日）①午前10時～

午後2時、②午後2時～4時30分�
会場　市民体育館�
費用　100円�
持ち物　室内用運動靴など�
申し込み　不要、直接会場へ�
問い合わせ　スポーツ振興課（☎
620・7335、FAX626・8554）へ�

ニュースポーツ フェスタを開催�

　学園都市大学「いちょう塾」で
下表のとおり公開講座を開催し
ます。費用は無料。申し込みは
不要ですので、直接学園都市セ

ンター（八王子スクエアビル内）
へお越しください。問い合わせ
は八王子学園都市大学事務局
（☎646・5621、FAX646・2663）へ。�

▲自分の限界に挑戦して（一昨年の大会から）�



■
緑
の
教
室
�

期
日
・
内
容
　
①
2
月
3
・
18
日

…
森
林
講
座
、②
8
・
22
日
…

テ
ィ
ー
＆
ハ
ー
ブ
�

時
間
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
�

費
用
　
各
千
円（
入
場
料
は
別
に

必
要
）�

申
し
込
み
　
不
要
、直
接
会
場
へ
�

■
コ
ー
ヒ
ー
を
楽
し
む
会
�

内
容
　
コ
ー
ヒ
ー
の
入
れ
方
や
飲

み
方
、保
存
方
法
な
ど
�

日
時
　
1
月
26
日
（金）
午
後
1
〜

3
時
�

定
員
　
20
名（
先
着
順
）�

費
用
　
千
円（
入
場
料
は
別
に
必

要
）�

申
し
込
み
　
電
話
で
夕
や
け
小

や
け
ふ
れ
あ
い
の
里
へ
�

■
わ
ら
細
工
�

日
時
　
2
月
10
・
21
日
の
午
前
10

時
〜
午
後
2
時
�

費
用
　
各
5
0
0
円（
入
場
料

　
�

��������

　
は
別
に
必
要
）�

申
し
込
み
　
不
要
、直
接
会
場
へ
�

■
木
工
教
室
「
家
具
作
り
の
基
礎
」
�

対
象
　
20
歳
以
上
の
方
�

日
時
　
2
月
3
日
（土）
午
前
9
時

30
分
〜
午
後
1
時
30
分
�

定
員
　
5
名（
抽
選
）�

費
用
　
4
千
円（
入
場
料
は
別
に

必
要
）�

持
ち
物
　
の
こ
ぎ
り
や
金
づ
ち
な

ど
の
大
工
道
具
一
式
�

申
し
込
み
　
ハ
ガ
キ
に「
木
工
」と

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

を
書
い
て
、1
月
25
日（
必
着
）

ま
で
に
夕
や
け
小
や
け
ふ
れ
あ

い
の
里
へ
�

■
講
座
「
登
り
窯
で
は
ど
ん
な

焼
き
物
が
焼
け
る
の
」
�

日
時
　
1
月
22
・
24
日
の
午
後
1

時
〜
3
時
30
分
�

定
員
　
各
18
名（
先
着
順
）�

費
用
　
5
0
0
円（
入
場
料
は

別
に
必
要
）�

申
し
込
み
　
電
話
で
夕
や
け
小

や
け
ふ
れ
あ
い
の
里
�

会
場
・
申
し
込
み
　
夕
や
け
小

や
け
ふ
れ
あ
い
の
里（
〒
192
‐

0
1
5
6
上
恩
方
町
2
0
�

3
0
☎
6
5
2
・
3
0
7
2
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
6
5
2
・
4
1
5
5
）

へ
�

夕
や
け
小
や
け

ふ
れ
あ
い
の
里
の
催
し
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▲ここそう、こうやって…（わら細工で）�

会場・申し込み　サイエンスドー
ム八王子（〒192‐0062大
横町9‐13☎624・3311、
FAX627・5899）へ�

●プラネタリウム新番組�
　1月19日から4月8日まで、プラネタ
リウム新番組「愉快なプログラムロ

ボット ネピュン
～わたしたち
の蒼（あお）
き星『地球』」
を投 影しま
す。投影時
間など詳しく
は、サイエンス
ドームまでお
問い合せくだ

さい。�
●インターネットメール講座�
対象　パソコンの基礎的な操作が
できる方�
日時　2月16・23日の午前10時～
午後4時�

定員　各18名（抽選）�
費用　1,000円�
申し込み　往復ハガキ（1人1枚）
に「パソコン」と参加希望日、住所・
氏名（ふりがな）・年齢・電話番号、
返信面のあて名を書いて、1月
30日（消印有効）までにサイエン

スドームへ�
●科学工作教室などの催し�
　このほかにも科学工作教室など
さまざまな催しを開催しています。
日時などは下表のとおりです。�
●臨時休館�
　2月9日午前9時～正午と14日は
休館します。�

科学工作教室などの催し�

催し名など�
�

プロペラカー�
春の星座ドーム�
雪だるまのスケート�
モーターカー�

スタンプラリー�
（小学生以下のお子さん）�

フリー工作広場「楽しいフィル
ムケース工作」�

風船であそぼう�
静電気のふしぎ�
ミニ熱気球�

星空観望会�

日　時�
�
2月 3日（土）午後1時30分～4時30分�
2月10日（土）午後1時30分～4時30分�
2月17日（土）午後1時30分～4時30分�
2月24日（土）午後1時30分～4時30分�
2月4・11・12・18・25日の午前10時～
午後4時30分�

2月4・18日の午後1時30分～4時�
�
2月11日（祝）�
2月12日（休）�
2月25日（日）�
2月24日（土）午後6時～（雨・曇天の場
合は解説のみ）�

定　員�
（先着順）�
24名�
24名�
24名�
24名�

－�
�

各36名�
�
�

各36名�
�

260名�

費　用�
�

150円�
200円�
300円�
300円�
�
�

無　料�
（入館料は必要）�

�
�
�

無　料�

申し込み�
�

電話でサイエンスドー
ム（ホームページでも
可）へ�

�
�
�

�
�
不要、直接会場へ�

科学工作
教室�
（小学生
以上の方）�

科学実験�
ショー�

午前11時30分～、午
後1時30分～、3時～
（各回約30分）�

▲「愉快なプログラムロボッ
ト ネピュン」�
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「
み
ん
な
の
声
」
は
「
市

長
へ
の
は
が
き
」
な
ど
の

ご
意
見
の
中
か
ら
そ
の
一
部
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。「
市
長
へ
の
は
が

き
」
は
各
事
務
所
や
駅
の
広
報
ス

タ
ン
ド
な
ど
に
あ
り
ま
す
。
ま
た

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.�

city.hachioji.tokyo.jp/

）の
市

長
へ
の
E
メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。�

　
問
い
合
わ
せ
は
広
聴
広
報
室（
広

聴
担
当
☎
6
2
0
・
7
4
1
1
、Ｆ

Ａ
Ｘ
6
2
0
・
7
3
2
2
）へ
。�

椚
田
町
　
舘
千
束
さ
ん
�

長
房
町
　
鈴
木
昭
彦
さ
ん
�

匿
　
名
�

片
倉
町
　
武
石
明
子
さ
ん
�

����　
私
の
住
ん
で
い
る
地
区
は
、高
齢

者
が
多
く
て
、自
動
車
な
ど
が
な
い
と

不
便
で
出
掛
け
る
気
に
な
ら
な
い
と

い
う
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。ま
た
、

駅
や
バ
ス
停
に
さ
ほ
ど
遠
く
な
く
て
も
、

坂
道
が
多
く
て
歩
く
こ
と
が
困
難
な

地
域
も
あ
り
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
な
地
域
こ
そ
、「
は
ち
バ

ス
」を
走
ら
せ
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。�

■
交
通
事
業
課
か
ら
�

　「
は
ち
バ
ス
」の
運
行
経
路
は
、高
齢

者
な
ど
の
外
出
を
支
援
す
る
た
め
、

学
識
経
験
者
や
公
募
の
市
民
で
構
成

す
る「
地
域
循
環
バ
ス
等
検
討
委
員

会
」に
よ
っ
て
、市
内
で
バ
ス
停
か
ら
遠

い
地
域
を
抽
出
。さ
ら
に
、候
補
に
上

が
っ
た
地
域
を
最
寄
り
の
バ
ス
停
や
鉄

道
駅
か
ら
の
距
離
、傾
斜
地
の
有
無
、

人
口
密
度
な
ど
の
指
標
を
も
と
に
数

値
化
し
て
、優
先
順
位
を
決
定
し
て
い

ま
す
。そ
の
報
告
に
基
づ
い
て
、現
在
の

2
路
線
を
決
定
し
ま
し
た
。�

　
最
寄
り
の
バ
ス
停
や
駅
ま
で
の
距
離

が
短
い
地
域
は
、「
は
ち
バ
ス
」で
は
な

く
、今
後
の
道
路
整
備
に
あ
わ
せ
て
、

路
線
バ
ス
の
経
路
の
変
更
な
ど
の
対
応

を
事
業
者
に
要
請
し
て
い
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。�

　
�

�　
�

�　
家
庭
か
ら
出
る
使
用
済
み
電
池
を

正
し
く
分
別
し
て
廃
棄
す
る
に
は
、

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
。有
料

で
も
良
い
の
で
専
用
の
小
袋
が
あ
れ

ば
と
思
い
ま
す
。�

■
ご
み
減
量
対
策
課
か
ら
�

　
使
用
済
み
の
電
池
は
、透
明
か
半

透
明
の
袋
に
入
れ
て
、不
燃
ご
み
の

収
集
日
に
、不
燃
ご
み
と
は
別
に
し

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
な
お
、「
ボ
タ
ン
電
池
」、「
小
型
充

電
式
電
池
」は
電
気
店
な
ど
の
販
売

店
へ
返
却
を
お
願
い
し
ま
す
。�

����　
甲
の
原
体
育
館
の
水
泳
教
室
に
参

加
し
ま
し
た
。教
室
で
正
し
い
泳
法

を
習
得
し
た
こ
と
で
、よ
り
楽
し
く

水
泳
が
で
き
そ
う
で
す
。�

　
健
康
維
持
に
も
効
果
が
期
待
で
き

る
水
泳
を
、よ
り
多
く
の
人
に
広
め

る
機
会
を
こ
れ
か
ら
も
提
供
し
て
く

だ
さ
い
。�

■
甲
の
原
体
育
館
か
ら
�

　
市
は
、市
民
の
皆
さ
ん
に
い
つ
ま
で

も
健
康
で
元
気
に
暮
ら
し
て
い
た
だ

こ
う
と
、水
泳
教
室
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
機
会
を
、今
後

も
積
極
的
に
設
け
て
い
き
ま
す
。�

　
な
お
、毎
週
水
曜
日
の
午
前
10
時

か
ら
11
時
30
分
ま
で
と
土
曜
日
の
午

後
5
時
か
ら
6
時
30
分
ま
で
、泳
法

指
導
員
を
配
置
し
泳
法
指
導
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、皆
さ
ん
お
誘
い
あ
わ

せ
の
う
え
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

　
�

　
�

��　
八
王
子
駅
北
口
か
ら
京
王
八
王
子

駅
へ
続
く
東
放
射
線
ア
イ
ロ
ー
ド
の

歩
道
が
広
く
整
備
さ
れ
ま
し
た
。し

か
し
、街
路
樹
が
植
え
ら
れ
て
い
な
い

の
は
残
念
で
す
。�

　
自
動
車
で
は
な
く
、歩
行
者
を
中

心
に
し
た
、み
ど
り
豊
か
な
道
づ
く

り
を
期
待
し
ま
す
。�

■
計
画
課
か
ら
�

　
東
放
射
線
ア
イ
ロ
ー
ド
は
、平
成

16
年
度
に
狭
か
っ
た
歩
道
を
ひ
ろ
げ
、

車
道
と
の
段
差
解
消
な
ど
を
行
っ
て

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
し
ま
し
た
。�

　
す
で
に
道
路
の
隣
接
す
る
土
地
に

は
、ビ
ル
な
ど
が
立
ち
並
ん
で
い
る
た

め
、道
路
全
体
の
幅
を
ひ
ろ
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。こ
の
よ
う

な
状
態
の
中
で
、歩
行
者
の
増
加
に

対
応
す
る
歩
道
の
幅
を
確
保
し
た
た

め
、街
路
樹
な
ど
を
植
え
る
ス
ペ
ー
ス

を
用
意
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。�

　
今
後
、道
路
に
隣
接
す
る
ス
ペ
ー
ス

が
確
保
で
き
れ
ば
、街
路
樹
な
ど
の

植
栽
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。�

▲皆さんの気軽な足として活躍するはちバス�

▲歩道の幅を広げて通行しやすくなった東放射線
アイロード�
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　職員数は、再任用職員の活用や配置見直しなどの効率化を図ることに
より、前年に比べ総数で45人減となっています。�
定員（部門別職員数）の状況　　　　　　　　　　　　   各年4月1日現在�

級別職員数の状況　　　　　　　　　　　　　　　 平成18年4月1日現在�

（注1）係員の級の区分は、経験や業務の難易度によるものです。　（注2）標準的な職務内容とは、そ
れぞれの級に該当する代表的な職名です。　（注3）一般行政職などの人数は、技能労務職と指導主事
（市費負担3名）を除く全職種の職員数です。　（注4）「参考」の構成比は、一般行政職などの分です。�
（注5）カッコ内は、再任用短時間勤務職員数であり、外書きです。�

（注1）職員数は一般職に属する職員であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員、市費負担
指導主事などを含み、東京市町村総合事務組合などの一部事務組合への派遣者4名と臨時職員、非常
勤職員を除いています。また、基準日・会計上の基準が異なるため「職員給与費の状況」とは一致しません。
（注2）カッコ内は教育長1名の外書きです。　（注3）再任用短時間勤務職員とは、定年などで退職した職
員の知識や経験の活用を目的とし、一般職員に比べて短い勤務時間で任用している職員のことです。�

新規採用・退職者�
　平成17年度における新規採用者数
と退職者数は下表のとおりです。また､18
年4月1日付採用者を参考として掲載し
ています。�
　なお､主な採用職種は､事務職でした。
また､退職の定年は60歳､勧奨は定年
前の早期退職､普通は自己都合などに
よるものです。　　　　　平成17年度実績�

昇任試験�
　昇任試験は、管理職と主査職昇任
時に実施していますが、若手職員のや
る気に応える制度として、平成16年度
から「主任職短期昇任選考試験」を導
入しています。　　　　　平成17年度実績�

降任�
　職員本人の病気や家族の看護など
の理由により、現在の役職の職責を果
たすことが困難な場合に、職員自ら降
任を申し出ることができる「降任希望制
度」を整備し、適材適所の人事行政の
推進に努めています。　　平成17年度実績�

☎
☎

人事行政の運営などの状況を公表�人事行政の運営などの状況を公表�

職員の任免、職員数に関する状況�

区　分�

標準的な職務内容�

一般行政職など・構成比�

技能労務職・構成比�

参考  
１年前の構成比�

　　  5年前の構成比�

9　級�

部　長�

34人・1.5％�

‐�

34人・1.5％�

31人・1.2％�

8　級�

次　長�

12人・0.5％�

‐�

12人・0.5％�

3人・0.1％�

7　級�

課　長�

115人・5.0％�

‐�

122人・5.2％�

135人・5.4％�

6　級�

課長補佐・主査�

195人・8.4％�

‐�

135人・5.8％�

43人・1.7％�

5　級�

主査・主任�

556人・23.9％�

82人・ 9.7％�

552人・23.6％�

522人・20.9％�

区　分�

標準的な職務内容�

一般行政職など・構成比�

�

技能労務職・構成比�

�

参考  
１年前の構成比�

　　  5年前の構成比�

4　級�

主　任�

861人・37.0％�
（16人・100％）�

266人・31.5％�
�

971人・41.5％�

980人・39.2％�

�
�
�

議　会�
総　務�
税　務�
民　生�
衛　生�
労　働�
農林水産�
商　工�
土　木�

教　育�
�

下水道�
その他�

�

17年�
�
17人　�
513人　�
178人　�
474人　�
665人　�
3人　�
20人　�
26人　�
342人　�

662人　�
（1人）  　�

96人　�
221人　�

3,217人　�
（1人）  　�

50人　�

�

18年�
�
17人　�
510人　�
181人　�
462人　�
659人　�
3人　�
20人　�
26人　�
354人　�

645人　�
（1人）  　�

78人　�
217人　�

3,172人　�
（1人）  　�

42人　�

�
主　な　増　減　理　由�

国勢調査終了による減、派遣職員の引き
上げによる減、戸籍の電算化による減など�

市税徴収体制の強化による増�

�

対前年
増減数�

0人�
▲ 3人�
3人�

▲12人�
▲ 6人�
0人�
0人�
0人�
12人�

▲17人�
�

▲18人�
▲ 4人�

▲45人�
�

▲ 8人�

特別行政�
部　　門�

部　門�

区　分� 職　員　数�

公営企業等�
会　計　部　門�

合　計�

再任用短時間勤務職員�

3　級�

係　員�

475人・20.4％�
�

408人・48.3％�
（26人・100％）�

458人・19.6％�

725人・29.0％�

2　級�

係　員�

67人・ 2.9％�

�

89人・10.5％�
�

38人・ 1.6％�

55人・ 2.2％�

1　級�

係　員�

9人・0.4％�

�

‐�
�

16人・0.7％�

8人・0.3％�

計�
�

2,324人�
（16人）�

845人�
（26人）�

2,338人�

2，502人�

3,169人�

（42人）�

一

般

行

政

部

門

�

�

区  分�

�

人  数�

�

17年4月1日�
�

32人�

�

17年4月2日～
18年3月31日�

6人�

�

18年4月1日�
（参考）�

40人�

採　用　者　数�

区  分�
�

人  数�

�

定  年�

50人�

�

勧  奨�

26人�

�

普  通�

15人�

�

計�

91人�

退　職　者　数�

昇任区分�

受験者数�

合格者数�

管  理  職�

34人�

12人�

主  査  職�

120人�

28人�

主任職短期�

32人�

3人�

降　任　区　分�

主査職→主任職�

人　数�

3人�

学童保育所委託拡大による減、長房西�
保育園民営化による減など�

し尿収集量減少による減、再任用職員の
活用に伴う清掃事業所職員の配置見直し
による減など�

再任用職員・嘱託員・臨時職員の活用に伴
う小・中学校職員の配置見直しによる減など�

みなし道路保全整備事業実施に伴う体制
整備による増、物流拠点整備推進による
増など�

下水処理場水処理業務委託化による減など�

水道部職員の配置見直しによる減など�

再任用期間満了者の嘱託員化による減など�
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　平成17年度に退職した市職員1人当たりの平均支給
額は、普通退職で1,154万円（平均勤続年数18年1か月）、
定年退職で2,815万円です。　　　　　平成18年4月1日現在�

　　　　  平成18年4月1日現在�

（注）19年度以降の退職者の平準化を図るため、勧奨退職者については、14～
18年度まで特例措置の加算を3～30パーセントで実施しています。�

　特別職の報酬などの額は、公募市民と市内の公共的
団体の代表などにより構成される「特別職報酬等審議会」
の答申を尊重し、条例で定めています。 平成18年度支給実績�

（注）特殊勤務手当については、18年4月1日付で廃止を含め、4種類13項目に整
理を図りました。�

　平成17年度の歳出総額に占める人件費の割合（人
件費比率）は、16年度に比べ0.3ポイント増ですが、人件
費は約4億円減となりました。　　　 平成17年度普通会計決算�

　　　　　   平成17年度普通会計決算�

平成18年4月１日現在�

　　　　　　　　    平成18年12月1日現在�

　　　　       平成18年度支給実績�

（注1）人件費とは、一般職員に支給される給与と市長や議員など特別職の給料・
報酬・手当などの合計です。　（注2）普通会計とは、自治体間の比較を可能とす
るために全自治体が統一の基準で作成する統計上の会計です。�

（注1）職員数は、普通会計上の人数です。　（注2）職員手当には退職手当を含
みません。　（注3）カッコ内は再任用短時間勤務職員数であり、外書きです。�

（注1）一般行政職とは、一般事務職、一般技術職などです。　（注2）技能労務
職とは、清掃作業員、給食調理員、用務員などです。　（注3）給与には、基本給と
しての給料と、毎月決まって支給される扶養手当、地域手当、住居手当、管理職
手当が含まれます（実績に応じて支給される特殊勤務手当、時間外勤務手当は
含みません）。�

（注1）期末・勤勉手当の率は、18年12月1日時点を基準にしています。　（注2）
カッコ内は、給与改定に伴う調整前の支給割合です。　（注3）国・都・市それぞれ
に職制上の段階、級などによる加算措置があります。�

給与などの状況�

　平成17年度普通昇給
期間を短縮して昇給した
職員の割合は26.3パーセントで、16年度に比べ、2.6ポ
イント減少しています。都の一般行政職は17年度19.6
パーセント、16年度20.8パーセントです。�

区　分�
�

勤続20年�
�

勤続25年�

勤続35年�

最高限度額�

その他の�
加算措置�

区　分　　�

配偶者�
�

扶  養�
親  族�
�
�

支給率�
�

平　均�
支給額�

自  己�
所  有�

賃  貸�
住  宅�

�

交  通�
機  関�

�

交  通�
用  具�

�
時 間 外 �
勤務手当�

�

支  給  総  額�
�

8億9,314万円�

�

1人当たり平均
支 給 月 額 �

24,220円�

�

支  給  総  額�
�

8億6,893万円�

�

1人当たり平均
支 給 月 額 �

23,366円�

17年度� 16年度�

市�

14,000円�
（18年12月以降は13,700円）�

1人につき7,700円�
�
16～22歳は4,900円加算�

給料・扶養手当・管理職手当
の合計額の12%�
�

47,324円�
�

13,800円�
居住に要する経費を負担する
職員（同一住居に職員2人以
上居住の場合1人のみに支給）�

運賃相当額�
（鉄道利用は6か月定期代金を
一括支給）�
�

2,000～22,300円�
通勤距離に応じて支給�

国�

13,000円�
�

2人まで1人につき6,000円、�
3人目以上1人につき5,000円�

16～22歳は5,000円加算�

給料・扶養手当・管理職手当
の合計額の0～18%�
（経過措置につき0～13%）�

‐�
�

新築後5年間2,500円�
�

支給限度額27,000円�
�

運賃相当額で1か月支給限度
55,000円�
（鉄道利用は6か月定期代金を
一括支給）�

2,000～24,500円�
通勤距離に応じて支給�

市�

普  通�

　　月分�

25.25�

34.0�

51.25�

59.28

�

定年など�

　　月分�

35.5�

47.0�

59.28�

59.28

都�

普  通�

　　月分�

24.25�

32.5�

49.75�

50.0

�

定年など�

　　月分�

35.0�

45.5�

59.2�

59.2

国�

普  通�

　　月分�

23.5�

33.5�

47.5�

59.28

�

定年など�

　　月分�

30.55�

41.34�

59.28�

59.28

定年前早期退職�
特例措置�
（3～30%加算）�

定年前早期退職�
特例措置�
（2～20%加算）�

定年前早期退職�
特例措置�
（2～20%加算）

�

支
給
率
�

扶
養
手
当
�

地
域
手
当
�

住
居
手
当
�

通
勤
手
当
�

特殊勤務�
手　　当�
（17年度）�

全職員に対する手当
受給職員の割合�

29.6%

受給職員１人当たり
平 均 支 給 月 額 �

5,705円�

手  当  の  種  類�
�

11種類19項目�

区  分�

市  長�

副市長�

収入役�

給料の月額�

1,100,000円�

940,000円�

810,000円�

期末手当�

6月期　2.1月分
12月期   2.35月分
　計　4.45月分�

区  分�

議  長�

副議長�

議  員�

報酬の月額�

730,000円�

660,000円�

590,000円�

期末手当�

6月期　2.1月分
12月期   2.35月分

　計　4.45月分�

住民基本�
台帳人口�

536,647人�
18年3月31日�
現在�

歳出総額�
（A）�

1,511億�
3,526万円�

人  件  費�
（B）�

305億�
5,291万円�

人件費比率
（B）÷（A）×100�

�
20.2%

16年度の人件
費比率（参考）�

�
19.9%

実質収支�
�

14億�
9,245万円�

職員数�
（A）�
�

2,891人�
（47人）�
18年3月31日�
現在�

給　与　費��

給　料�
�
�

127億�
5,588万円�

�

職員手当�
�
�

38億�
5,339万円�

�

期末・勤勉
手　 　当�

�
57億�

1,724万円�

�

計�
（B）�

�
223億�
2,651万円�

1人当たり�
の給与費
（B）÷（A）�

�

760万円�

�

平均給料�
月　　額�

376,091円�

一　般　行　政　職�

平均給与�
月　　額�

456,185円�

�

平均年齢�
�

43歳8か月�

�

平均給料�
月　　額�

380,165円�

技　能　労　務　職�

平均給与�
月　　額�

457,624円�

�

平均年齢�
�

47歳8か月�

区　分�

大学卒�
�

高校卒�

市�

179,200円�
�

142,700円�

都�

179,200円�
�

142,700円�

国�

Ⅰ種179,200円�

Ⅱ種170,200円�

138,400円�

区　　分�
一般行政職�

17年度�
26.3%

16年度�
28.9%

区  分�
�

6月期�
�

12月期�
�

3月期�

計�

�
期末�
　月分
1.4�

1.571
（1.6）�

‐�

2.971
（3）�

市�
勤勉�
　月分
0.725�

0.725�
�
‐�

1.45

�
計�
　月分
2.125�

2.296�
（2.325）�

‐�

4.421
（4.45）�

�
期末�
　月分
1.6�

1.65�
�
0.25�

3.5

都�
勤勉�
　月分
0.475�

0.475�
�
‐�

0.95

�
計�
　月分
2.075�

2.125�
�
0.25�

4.45

�
期末�
　月分
1.4�

1.6�
�
‐�

3

国�
勤勉�
　月分
0.725�

0.725�
�
‐�

1.45

�
計�
　月分
2.125�

2.325�
�
‐�

4.45
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　平成13年に職員育成の指針となる「人材育成基本
方針」を策定し、計画的な職員育成を進めています。
この方針の中で「市民満足度を高めること」は、「行政
サービスの付加価値を高めること」と位置付け、「付加
価値創造型職員」を本市の求める職員像としています。�

平成17年度実績�

職員互助会�
　職員の厚生制度として、地方公務員法第42条の
規定に基づき、職員互助会を設置。職員の健康増進、
その他厚生に関する事業を行っています。なお、運営
費は職員の会費と市の交付金です。また、今年度か
らは負担割合を見直し、比率を1対1としました（今年
度交付金予算額は33,645千円）。　　　平成17年度実績�

公務災害�
　平成17年度の公務災害は20件、通勤災害は2件で、
16年度と比べ、公務災害は1件減少しています。�
勤務条件に関する措置の要求・不利益処分に関す
る不服申し立て�
　職員は、公平委員会に給与などの勤務条件に関し
適当な措置が執られるよう要求することや、懲戒や本
人の意に反する不利益な処分に対し申し立てをする
ことができます。公平委員会とは、これらの要求や処
分が適当であるか審査し、必要な場合は勧告・指示
することができる独立した機関です。なお、平成17年
度は要求や不服申し立てはありませんでした。�

事業・給付　　　　　　　　　　　　平成17年度実績�

研修と勤務成績の評定の状況� 勤務時間その他の勤務条件の状況�

分限と懲戒処分の状況�
福祉と利益の保護の状況�

（注）年次有給休暇は、前年繰り越し分を含め最大40日です。�

（注）処分事由には上表のほか、勤務成績不良、職不適格、職制・定数改廃、
刑事事件起訴、条例で定める事由などがあります（処分者なし）。�

　職員の勤務時間は、原則として、午前8時30分から午
後5時15分までの1日8時間・週40時間勤務です。また、
午後7時まで窓口を延長している職場や変則・変形勤務
を行っている職場もあります。休日は原則として、土・日曜
日、祝・休日、年末年始（12月29日から翌年1月3日まで）です。�

　職員に付与される年次有給休暇などの種類は、下
表のとおりです。また今年度、就学前の子どもを看護
するための休暇を新設しました。�

　分限処分は、公務能率の維持を目的に職員に対し
て行われる処分です。一方、懲戒処分は、職員の服
務規律違反など義務違反に対する道義的責任を問い、
職務遂行における秩序維持を図る制裁的処分です。�

平成17年度実績

服務の状況�

　平成17年の年次有給休暇の平均取得日数は15.7
日で取得率は40パーセントでした。なお、取得率は、全
職員の総付与日数（16年繰り越し分を含む）に対する
総使用日数の割合です。�

平成17年度実績

　平成17年度の療養休暇の取得者数は168人でした。�

平成17年度実績

　職員の勤務の評定は、地方公務員法第40条の規
定に基づき年1回実施。結果を職員の育成などに活
用しています。評定期
間は、管理職が4月か
ら翌年3月まで、一般
職が10月から翌年9月
までです。�

研修区分（種類別）�
集　合　研　修�
民　間　派　遣�
市長との意見交換�

研　修　所　研　修�

各　課　研　修�

受講者数�
3,069人�
24人�
195人�
935人�

352人�

備　考�

人材育成基本方針に掲げる職員像
の実現に向けて市が独自に企画・
実施する研修�

都市町村職員研修所への派遣研修�

担当課で業務上必要な知識の習得
を図る研修�

市企画�
研　修�

�
職　区　分�

�
管　理　職�
行　政　職�
技能労務職�

�

業績�
評価�

○�
○�
○�

�

能力�
評価�

○�
○�
○�

�

態度�
評価�

‐�
○�
○�

評定の要素�

一般職�

交　付　金�
69,981千円�

会  員  会  費�
34,983千円�

会員参加負担金�
12,076千円�

その他収入�
9,710千円�

会 員 数�
3,195人�

事業区分�
（種類別）�

金　額�

給 付 事 業�
�

50,110千円�

福利厚生事業�
�

53,560千円�

施設利用助成�
�

20,007千円�

そ  の  他�
�

3,073千円�

種　類�

年次有給休暇�

育  児  休  業�
�

介  護  休  暇�

療  養  休  暇�
�

結婚　�

忌引　�

日　数�

年20日�

3歳に達する日まで�
（無給）�

6か月（無給）�

必要と認められる期間�
（150日以内有給）�

6日�

親族などにより�
1～10日�

種　類�

　 産前・産後�

　  妻  の  出  産�

　  育  児  時  間�

　  夏  　  　  季�

　  長  期  勤  続�
�

　  骨髄提供のため�

　   ボランティア�

　   子ども看 護 �

日　数�

産前8週、産後8週�

2日�

1日90分（分割可）�

5日�

15年・・・3日�

30年・・・5日�

必要期間�

5日以内�

5日以内�

主

な

特

別

休

暇

�

処分の種類�
処分事由�

心　身　の　故　障�

降　任�
�
0人�

免　職�
�
0人�

休　職�
�

20人�

処分の種類�
 処分事由�

法　令　違　反�
職務上の義務違反・職務怠慢�

全体の奉仕者にふさわしくない非行�

戒　告�
�
1人�
1人�
0人�

減　給�
�
0人�
0人�
0人�

停　職�
�
0人�
0人�
0人�

免　職�
�
0人�
0人�
1人�

区　分�

男�

女�

育  児  休  業�

1人�

78人�

部  分  休  業�

1人�

37人�

う  ち  両  休  業�

0人�

8人�
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■
栄
養
教
室
「
食
事
の
工
夫
で
高
血
圧

　
予
防
・
改
善
」
�

対
象
＝
市
内
在
住
で
40
歳
以
上
の
方
　

内
容
＝
栄
養
士
に
よ
る
講
話
、試
食
　

期
日
・
会
場
＝
①
2
月
13
日
（火）
…
保
健

セ
ン
タ
ー
南
大
沢
分
室
、②
14
日
（水）
…

保
健
セ
ン
タ
ー（
平
岡
町
）　
時
間
＝
午

後
1
〜
3
時
　
定
員
＝
①
25
名
、②
30

名（
と
も
に
先
着
順
）　
費
用
＝
無
料

申
し
込
み
＝
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎

6
2
5
・
9
1
2
8
）�

■
糖
尿
病
予
防
教
室
�

対
象
＝
40
〜
74
歳
ま
で
の
国
民
健
康
保

険
加
入
者（
老
人
保
健
該
当
の
方
を
除

く
）　
内
容
＝
保
健
師
と
栄
養
士
に
よ

る
講
話
、簡
単
な
体
操
　
期
日
・
会
場

＝
2
月
8
日
（木）
…
保
健
セ
ン
タ
ー（
平

岡
町
）、26
日
（月）
…
保
健
セ
ン
タ
ー
南
大

沢
分
室
　
時
間
＝
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分
　
定
員
＝
各
25
名（
先
着
順
）

費
用
＝
無
料
　
申
し
込
み
＝
電
話
で

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
6
2
5
・
9
1
2
8
）�

■
シ
ア
タ
ー
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
演
劇
）
�

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
、中

学
生
以
上
の
方
　
内
容
＝
演
技
の
基
礎

日
時
＝
2
月
2
日
〜
6
月
8
日
の
金
曜

日
の
午
後
7
〜
9
時（
全
9
回
）　
会

場
＝
い
ち
ょ
う
ホ
ー
ル
　
定
員
＝
30
名（
抽

選
）　
費
用
＝
9
千
円
　
申
し
込
み
＝
ハ

ガ
キ
、ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
に「
演
劇
」と

住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電
話

（
フ
ァッ
ク
ス
）番
号
を
書
い
て
、1
月
26
日

（
消
印
有
効
）ま
で
に
八
王
子
市
学
園
都

市
文
化
ふ
れ
あ
い
財
団（
〒
192
‐
0
0
6
�

6
本
町
24
‐
1
☎
6
2
1
・
3
0
0
5
、

F
A
X
6
2
1
・
3
0
1
1
）�

会
場
＝
ク
リ
エ
イ
ト
ホ
ー
ル
視
聴
覚
室

定
員
＝
各
72
名（
抽
選
）　
費
用
＝

2
0
0
円
　
申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ

に
講
座
名
と
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
、

返
信
面
の
あ
て
名
を
書
い
て
、1
月
25

日（
必
着
）ま
で
に
八
王
子
市
中
央
公
民

館（
〒
192‐0
0
8
2
東
町
5‐6
☎
6
4
8・

2
2
3
2
）�

■
川
口
公
民
館
の
講
座
�

①
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
�

対
象
＝
60
歳
以
上
の
初
心
者
　
内
容

＝
電
源
の
入
れ
方
、文
字
入
力
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
　
日
時
＝
2
月
7
・

14
・
21
・
28
日
、3
月
7
日
の
午
前
9

時
30
分
〜
正
午（
3
月
7
日
は
11
時

30
分
ま
で
）　
会
場
＝
川
口
公
民
館

定
員
＝
10
名（
抽
選
）　
費
用
＝
千

円
�

②
シ
ニ
ア
健
康
体
操
�

対
象
＝
60
歳
以
上
の
方
　
日
時
＝

2
月
15
・
22
日
、3
月
1
・
8
・
15
・
22

日
の
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
　
会

場
＝
川
口
公
民
館
　
定
員
＝
15
名（
抽

選
）　
費
用
＝
千
2
0
0
円
�

③
北
条
の
城
〜
小
田
原
城
�

日
時
＝
2
月
20
日
（火）
午
後
2
〜
4

時
　
会
場
＝
ク
リ
エ
イ
ト
ホ
ー
ル
視

聴
覚
室
　
定
員
＝
72
名（
抽
選
）　

費
用
＝
2
0
0
円
�

申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
希
望
番
号

と
住
所
・
氏
名（
①
②
は
年
齢
も
）・
電

話
番
号
、返
信
面
の
あ
て
名
を
書
い
て
、

①
は
1
月
26
日
、②
③
は
31
日（
い
ず
れ

も
必
着
）ま
で
に
八
王
子
市
川
口
公
民

館（
〒
193
‐
0
8
0
1
川
口
町
3
8
3
8

☎
6
5
4
・
8
4
5
0
）�

来
場
さ
れ
た
方
の
投
票
に
よ
り
優
秀
作

品（
5
点
）を
決
定
し
ま
す
。�

テ
ー
マ
＝
パ
ー
ト
ナ
ー（
夫
婦
、恋
人
、異

性
の
友
人
・
同
僚
な
ど
）　
申
し
込
み
＝

ハ
ガ
キ
、フ
ァッ
ク
ス
、ま
た
は
E
メ
ー
ル
に

作
品
と
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電

話
番
号
を
書
い
て
、2
月
15
日（
必
着
）

ま
で
に
八
王
子
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー（
〒
192‐
0
0
8
2
東
町
5
‐
6
☎
6
�

4
8
・
2
2
3
0
、F
A
X
6
4
4
・
3
�

9
1
0
、E
メ
ー
ルb050900@

city.ha�
chioji.tokyo.jp

）　
※
作
品
の
権
利
は
、

市
に
帰
属
し
ま
す
。�

�

講
座
・
教
室
�

�■
「
社
会
人
基
礎
力
」
養
成
講
座
�

　
就
職
・
転
職
活
動
に
必
要
な
能
力
を

身
に
つ
け
ま
す
。�

日
時
＝
2
月
14
・
21
・
28
日
、3
月
7
日

の
午
後
6
〜
9
時
、2
月
17
・
24
日
、3

月
3
・
10
日
の
午
前
9
時
〜
正
午（
10
日

は
午
後
1
〜
5
時
も
）　
会
場
＝
ク
リ

エ
イ
ト
ホ
ー
ル
第
2
学
習
室
　
費
用
＝

無
料
　
定
員
＝
20
名（
先
着
順
）　
申

し
込
み
＝
電
話
で
学
術
・
文
化
・
産
業
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
多
摩（
1
0
1
2
0
・
4
5
1
・

0
5
7
）　
問
い
合
わ
せ
＝
産
業
政
策

課（
☎
6
2
0
・
7
3
7
9
）�

■
中
央
公
民
館
の
講
座
�

▼
地
蔵
信
仰
と
石
仏
�

日
時
＝
2
月
15
日
（木）
午
後
2
〜
4

時
�

▼
甲
州
道
中
と
参
勤
交
代
�

日
時
＝
2
月
28
日
（水）
午
前
10
時
〜

正
午
�

郵
送
で
八
王
子
市
学
習
支
援
課（
〒
192
‐

0
0
8
2
東
町
5
‐
6
ク
リ
エ
イ
ト
ホ
ー

ル
内
☎
6
4
8
・
2
2
3
2
）�

■
市
立
看
護
専
門
学
校
の
専
任
教
員
�

　
（
嘱
託
員
）
�

対
象
＝
助
産
師
、ま
た
は
看
護
師
の
免

許
を
持
ち
、5
年
以
上
の
臨
床
経
験
の

あ
る
方
　
担
当
分
野
＝
母
性
看
護
学
、

成
人
看
護
学
、基
礎
看
護
学
　
募
集
人

員
＝
若
干
名（
選
考
）　
申
し
込
み
＝
履

歴
書
と
助
産
師
・
看
護
師
の
免
許
証
の

写
し
を
持
っ
て
、1
月
31
日
ま
で
に
直
接
、

看
護
専
門
学
校（
☎
6
6
3
・
7
1
7
0
）�

■
市
立
児
童
館
の
臨
時
職
員
の
登
録
�

対
象
＝
教
員
、保
育
士
の
資
格
を
お
持

ち
の
方
な
ど
　
勤
務
時
間
＝
随
時
　

申
し
込
み
＝
電
話
連
絡
の
う
え
、応
募

の
動
機
と
履
歴
書
を
持
っ
て
直
接
、市

役
所
2
階
児
童
青
少
年
課（
☎
6
2
0
・

7
2
4
6
）�

■
選
挙
事
務
の
臨
時
職
員
（
学
生
）
�

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
学
の
大
学
生
・
短

大
生
・
専
門
学
校
生
　
内
容
＝
都
知
事
・

市
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
事
務
補
助

募
集
人
員
＝
1
2
6
名（
選
考
）　
申

し
込
み
＝
市
役
所
9
階
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
、ま
た
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
配
布
す
る
履
歴
書
な
ど
に
必
要
事

項
を
記
入
し
て
、1
月
31
日（
必
着
）ま

で
に
郵
送
で
八
王
子
市
役
所
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局（
〒
192‐
8
5
0
1
☎
6
�

2
0
・
7
3
1
9
）�

■
女
と
男
の
川
柳
コ
ン
ク
ー
ル
�

　
2
月
24
日
（土）
に
開
催
す
る「
女
と
男

の
い
き
い
き
フ
ォ
ー
ラ
ム
八
王
子
」で
展

示
す
る
川
柳
を
募
集
し
ま
す
。ま
た
、

������

���

募
集
�

�■
市
職
員
�

職
種
＝
一
般
行
政
職
　
受
験
区
分
＝
栄

養
士
　
資
格
＝
昭
和
51
年
4
月
2
日

以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、管
理
栄
養
士

の
免
許（
見
込
み
）を
お
持
ち
の
方
　
募

集
人
員
＝
若
干
名
　
試
験
日
＝
2
月

18
日
（日）
　
申
し
込
み
＝
1
月
15
日
か
ら

市
役
所
4
階
職
員
課
、各
事
務
所
、市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
布
す
る
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、2
月
1
・
2

日
に
直
接
、市
役
所
4
階
職
員
課（
☎
6
�

2
0
・
7
2
0
3
）　
※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。�

■
学
習
支
援
課
の
嘱
託
員
�

対
象
＝
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
が
で
き
、社
会

教
育
施
設
の
勤
務
経
験
や
社
会
教
育

主
事
の
資
格
が
あ
る
方
な
ど
　
内
容
＝

公
民
館
で
の
受
け
付
け
・
貸
し
出
し
、講

座
の
企
画
な
ど
　
任
用
期
間
＝
来
年

3
月
31
日
ま
で（
土
・
日
曜
日
、祝
・
休
日

も
勤
務
あ
り
）　
募
集
人
員
＝
若
干
名

（
選
考
）　
申
し
込
み
＝
履
歴
書
と「
市

民
が
期
待
す
る
生
涯
学
習
に
つ
い
て
」の

作
文（
4
0
0
字
程
度
）を
持
っ
て
、2

月
3
日（
必
着
）ま
で
に
直
接
、ま
た
は



▼ 休日救急診療 の 内科・外科・小児科�

28日（午前9時～午後5時）� 21日（午前9時～午後5時）�

救急診療�
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医療・健康心配ごと電話相談�
●毎日の午後8時～10時30分�
　夜間救急診療所　☎622‐9910�
●偶数日（全夜間と休日）�
　八王子医療センター　　☎665‐5611�
●奇数日（全夜間と休日）�
　東海大学八王子病院　☎639‐1111

休日歯科応急診療�
●午前9時～午後4時�
　保健センター2階　平岡町18‐3  ☎625‐9128

小児休日・全夜間救急医療�
●偶数日…八王子医療センター　☎665‐5611�

館町1163�
●奇数日…東海大学八王子病院　☎639‐1111�

石川町1838

救急病院の案内（一日中）�
●救急テレフォンサービス　☎042‐521‐2323�
●八王子消防署　☎625‐0119�
●東京都保健医療情報センター　☎03‐5272‐0303

夜間救急診療�
●内科・小児科　毎日の午後8～11時�
　夜間救急診療所（保健センター1階）  ☎625‐9910�
　平岡町18‐3

市からのお知らせ�情報ファイル�

休日産婦人科当番医�
　午前9時～午後5時�
●1月21日�
　八王子医療センター�
　☎665‐5611�
　館町1163

●1月28日�
　米山産婦人科病院�
　☎642‐5225�
　新町2‐12

▼休日救急診療の耳鼻咽喉科�

28日（午前9時～午後5時）�

■
女
性
の
た
め
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
講
座

　
「
次
の
一
歩
・
市
政
と
か
か
わ
る
」
�

　
市
政
を
よ
り
身
近
に
感
じ
、参
画
す

る
た
め
の
知
識
や
手
法
を
学
び
ま
す
。�

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
女
性

日
時
＝
2
月
8
・
15
・
22
日
、3
月
1
・

8
日
の
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
　
会

場
＝
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
　
定
員

＝
10
名（
抽
選
）　
費
用
＝
無
料
　
申

し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、ま

た
は
E
メ
ー
ル
に「
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
」と
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
、往
復
ハ
ガ

キ
は
返
信
面
の
あ
て
名
も
書
い
て
、1
月

25
日（
必
着
）ま
で
に
八
王
子
市
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー（
〒
192
‐
0
0
8
2
東

町
5
‐
6
☎
6
4
8
・
2
2
3
0
、F
A
�

X
6
4
4
・
3
9
1
0
、E
メ
ー
ルb0509�

00@
city.hachioji.tokyo.jp

）　
※
1

歳
〜
就
学
前
の
お
子
さ
ん
を
15
名（
抽

選
）お
預
か
り
し
ま
す
。「
託
児
」と
お

子
さ
ん
の
名
前
・
年
齢
の
お
書
き
添
え
を
。�

■
レ
デ
ィ
ス
へ
る
す
セ
ミ
ナ
ー
�

対
象
＝
40
〜
64
歳
の
女
性
　
内
容
・
期

日
＝
乳
が
ん
自
己
触
診
法
教
室
…
2

月
9
日
（金）
、骨
を
丈
夫
に
す
る
教
室
…

16
日
（金）
、ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
教
室
…

23
日
（金）
　
時
間
＝
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
　
会
場
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
南
大
沢

分
室
　
定
員
＝
各
15
名（
先
着
順
）　

費
用
＝
無
料
　
申
し
込
み
＝
電
話
で

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
6
2
5
・
9
1
2
8
）�

■
家
庭
教
育
講
座
「
わ
ら
べ
う
た
と
お

　
は
な
し
」
�

対
象
＝
2
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
と
そ
の

保
護
者
　
日
時
＝
2
月
6
日
（火）
午
前

10
時
30
分
〜
11
時
30
分
　
会
場
＝
川

　
�

講
座
・
教
室
�

�■
能
体
験
講
座
「
入
門
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

　
プ
」
�

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
小
学

生
以
上
の
方
　
日
時
＝
2
月
25
日
（日）

午
後
2
時
〜
3
時
30
分
　
会
場
＝
い

ち
ょ
う
ホ
ー
ル
　
定
員
＝
20
名（
先
着
順
）

費
用
＝
7
0
0
円
　
申
し
込
み
＝
ハ
ガ

キ
、ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
に「
能
体
験
」と

住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電
話

（
フ
ァッ
ク
ス
）番
号
を
書
い
て
、八
王
子
市

学
園
都
市
文
化
ふ
れ
あ
い
財
団（
〒
192
‐

0
0
6
6
本
町
24‐
1
☎
6
2
1
・
3
0
�

0
5
、F
A
X
6
2
1
・
3
0
1
1
）�

■
消
費
生
活
講
座
「
自
分
に
合
っ
た
靴

　
の
選
び
方
」
�

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
　
日
時

＝
1
月
23
日
（火）
午
後
1
時
30
分
〜
3

時
30
分
　
会
場
＝
消
費
者
セ
ン
タ
ー
　

定
員
＝
40
名（
先
着
順
）　
費
用
＝
無

料
　
申
し
込
み
＝
電
話
で
消
費
者
セ
ン

タ
ー（
☎
6
2
5
・
2
1
5
5
）�

■
図
書
館
い
き
い
き
活
用
講
座
（
基
本

　
編
）
�

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
、パ
ソ

コ
ン
で
文
字
入
力
が
で
き
る
高
校
生
以

上
の
方
　
内
容
＝
本
の
並
べ
方
、書
庫

見
学
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
蔵
書
検

索
な
ど
　
日
時
＝
1
月
25
・
30
日
の
午

後
2
〜
4
時
　
会
場
＝
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
図
書
館
　
定
員
＝
各
10
名（
先
着

順
）　
費
用
＝
無
料
　
申
し
込
み
＝
直

接
、ま
た
は
電
話
で
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

図
書
館（
☎
6
4
8
・
2
2
3
3
）�

口
公
民
館
　
定
員
＝
20
組（
先
着
順
）

費
用
＝
無
料
　
申
し
込
み
＝
直
接
、ま

た
は
電
話
で
川
口
児
童
館（
☎
6
5
4
・

4
7
5
7
）�

■
の
び
の
び
子
育
て
講
座
「
離
乳
食
」
�

対
象
＝
市
内
在
住
の
方（
す
で
に
受
講

さ
れ
た
方
を
除
く
）　
日
時
＝
2
月
9

日
（金）
午
後
1
〜
3
時
　
会
場
＝
地
域

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
み
な
み
野

定
員
＝
15
名（
抽
選
）　
費
用
＝
3
0
0

円
　
申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に「
離

乳
食
」と
住
所
・
氏
名
・
お
子
さ
ん
の
名

前
と
生
年
月
日
・
電
話
番
号
、返
信
面

の
あ
て
名
を
書
い
て
、1
月
25
日（
必
着
）

ま
で
に
八
王
子
市
地
域
子
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
み
な
み
野（
〒
192‐
0
9
1
6

西放射線�
中町公園�

八日町�

八王子クリニック�
横山町11‐5�
斗南堂ビル4階�
☎643‐3717

外�

み
ず
き
通
り
�

　
国
道
16
号
�

甲州街道�

横山町局�西放射線ユーロード�

←追分町�

〒�

八王子駅→�

映画館�

銀行�

←南大沢� 京王堀之内�

←野猿街道�
大栗川橋北�

大栗川橋�

大栗川大栗川�大栗川�

多摩ニュータウン通り�

国
道
16
号
�

もりた耳鼻咽喉科医院�
別所1-11-26パドーレエスペランサ1階�☎675-8741

いちょうホール通り�

いちょうホール�
本町�

NTT

←　北大通り�
追
分
町� ◯�交�

平整形外科クリニック�
本町4‐8
☎655‐3150

外�
伊藤内科クリニック�
明神町4‐2‐7‐102
☎644‐2770

→
�

→
�

大和田橋�
南多摩高校�

甲州街道�

京王八王子�

東
放
射
線

東
放
射
線
ア
イロ
ード
�

東
放
射
線
ア
イロ
ード
�

内�

◯�文�

松本クリニック�
横川町924‐2
☎621‐1318

内�

児�

元八王子一�

川町入口�

石神坂�

船田小�

高尾
街道
�

←
高
尾
�

慈根寺慈根寺�

中央
自動
車道
�

◯�文�

◯�文�共立女子大�共立女子大�

慈根寺�

秋山内科医院�
子安町1‐32‐7
☎643‐0212
八
王
子
駅
南

王
子
駅
南
口�

八
王
子
駅
南
口�

山田川�

子安公園通り�

子安一丁子安一丁目�

野
猿
街
道
�

子安町五差路�

子
安
市
民�

　
セ
ン
タ
ー�

国
道
16
号�

←�

←
�

内�

児�

子安一丁目�

はざま中山クリニック�
東浅川町709‐1�
新都市はざまビル1階�
☎668‐3500

狭間駅入口�

めじろ台�
→
�

狭
間
町�

町
田
街
道�

内�

児�

外�

スーパー�スーパー�

狭間�

高尾�

椚田遺跡公園通り�

堀之内駅入口�

中島内科小児科�
別所2‐1ビア長池内�
☎676‐0099

GS

大栗川橋南�

八王子別所北�

多
摩
セ
ン
タ
ー�

多摩ニュータウン通り�→�

〒�
京王堀之内京王堀之内�
駅前局駅前局�ビア長池�

京王堀之
内�

内�

児�

京王堀之内�
駅前局�

秋
川
街
道�

◯�交�

黒沢医院�
中野上町2‐25‐13
☎622‐3211

薬局薬局�薬局�

本郷横丁�

浅川�

中野上町局中野上町局�
〒�

中
野�八

王
子
市
補
修
セ
ン
タ
ー� 萩

原
橋
↓

萩
原
橋
↓�

内�

中野上町局�
〒�

秋
川
街
道�

萩
原
橋
↓�

秋
川
街
道�
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■
「
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
加
入
申
込
書
」

　
を
1
月
下
旬
ま
で
に
全
戸
配
布
�

　
交
通
事
故
に
遭
っ
た
場
合
、加
入
者

の
皆
さ
ん
の
会
費
か
ら
見
舞
金
を
お
支

払
い
す
る「
ち
ょ
こ
っ
と
共
済（
東
京
都

市
町
村
民
交
通
災
害
共
済
）」。加
入
の

申
し
込
み
は
2
月
1
日
か
ら
で
、受
付

場
所
は
市
役
所
1
階
暮
ら
し
の
安
全
安

心
課
・
2
階
市
民
ロ
ビ
ー
、各
事
務
所
、

市
内
金
融
機
関（
郵
便
局
を
除
く
）で
す
。

こ
れ
に
伴
い
、1
月
下
旬
ま
で
に
パ
ン
フ
レッ

ト
兼
加
入
申
込
書
を
全
戸
配
布
し
ま
す
。

な
お
、お
手
元
に
届
か
な
い
場
合
は
、申

し
込
み
の
受
付
場
所
で
お
受
け
取
り
く

だ
さ
い
。問
い
合
わ
せ
は
暮
ら
し
の
安
全

安
心
課（
☎
6
2
0
・
7
2
2
7
）へ
。�

■
成
年
後
見
制
度
利
用
の
た
め
の
法

　
律
相
談
�

対
象
＝
市
内
在
住
の
方
　
内
容
＝
高

齢
者
の
財
産
管
理
や
契
約
な
ど
の
相
談

日
時
＝
2
月
8
日
（木）
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
45
分（
1
組
30
分
程
度
）　
会
場

＝
ク
リ
エ
イ
ト
ホ
ー
ル
第
4
学
習
室
　

定
員
＝
6
組（
先
着
順
）　
費
用
＝
無

料
　
申
し
込
み
＝
電
話
、ま
た
は
フ
ァッ

ク
ス
で
高
齢
者
相
談
課（
☎
6
2
0
・
7
�

4
2
0
、F
A
X
6
2
4
・
7
7
2
0
）�

■
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
と
建
築
に

　
関
す
る
無
料
相
談
会
�

日
時
＝
1
月
22
日
（月）
午
前
9
時
〜
正

午
　
会
場
＝
市
役
所
7
階
7
0
2
会

議
室
　
定
員
＝
16
名（
先
着
順
）　
費

用
＝
無
料
　
申
し
込
み
＝
電
話
で
建

築
指
導
課（
☎
6
2
0
・
7
2
6
4
）�

※
耐
震
診
断
を
ご
希
望
の
方
は
、設
計

図
面
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。�

育
館
　
定
員
＝
30
名（
抽
選
）　
費
用

＝
千
8
6
0
円
　
申
し
込
み
＝
往
復
ハ

ガ
キ
に「
体
操
」と
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が

な
）・
年
齢
・
電
話
番
号
、返
信
面
の
あ
て

名
を
書
い
て
、1
月
25
日（
必
着
）ま
で

に
八
王
子
市
甲
の
原
体
育
館（
〒
192
‐

0
0
1
5
中
野
町
2
7
2
6
‐
8
☎
6
�

2
7
・
3
3
0
0
）�

■
筋
力
番
付
�

対
象
＝
市
内
在
住
で
3
歳
以
上
の
方（
小

学
3
年
生
以
下
の
お
子
さ
ん
は
保
護
者

同
伴
で
）　
内
容
＝
体
力
チ
ェッ
ク
、軽
い

運
動
な
ど
　
日
時
＝
2
月
3
日
（土）
午

後
1
時
15
分
〜
2
時
45
分
　
会
場
＝

甲
の
原
体
育
館
　
定
員
＝
50
名（
先
着

順
）　
費
用
＝
3
5
0
円（
中
学
生
以

下
の
お
子
さ
ん
は
1
5
0
円
）　
持
ち

物
＝
室
内
用
運
動
靴
　
申
し
込
み
＝

直
接
、ま
た
は
電
話
で
甲
の
原
体
育
館（
☎

6
2
7
・
3
3
0
0
） 
�

　
�

そ
の
他
�

�■
20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
に
加

　
入
を
�

　
20
歳
を
迎
え
る
方
に
は
、八
王
子
社

会
保
険
事
務
所
か
ら
国
民
年
金
の
ご
案

内（
加
入
届
）が
送
付
さ
れ
ま
す
。市
役

所
、ま
た
は
各
事
務
所
で
加
入
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
誕
生
日
の
後
に
年

金
手
帳
、そ
の
約
2
週
間
後
に
は
納
付

書
が
八
王
子
社
会
保
険
事
務
所
か
ら
送

付
さ
れ
ま
す
。問
い
合
わ
せ
は
八
王
子

社
会
保
険
事
務
所（
☎
6
2
6
・
3
5
1
�

1
）、ま
た
は
国
民
健
康
保
険
年
金
課（
☎

6
2
0
・
7
2
3
8
）へ
。�

日
時
＝
1
月
26
日
〜
2
月
4
日
の
午
前

9
時
〜
午
後
5
時（
2
月
4
日
は
3
時

ま
で
）　
会
場
＝
長
池
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー（
☎
6
7
8
・
4
6
1
6
）�

■
障
害
者
文
化
展
「
感
じ
た
ま
ま
に
伝

　
え
た
い
」
�

日
時
＝
1
月
23
〜
28
日
の
午
前
9
時
〜

午
後
8
時（
23
日
は
1
時
か
ら
、28
日
は

5
時
ま
で
）　
会
場
＝
学
園
都
市
セ
ン

タ
ー（
八
王
子
ス
ク
エ
ア
ビ
ル
内
）　
問
い

合
わ
せ
＝
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
☎
6
2
4
・
5
8
5
0
）�

■
市
立
小
・
中
学
校
合
同
作
品
展
「
お

　
お
る
り
展
」
�

日
時
＝
1
月
17
〜
22
日
の
午
前
10
時
〜

午
後
8
時（
22
日
は
5
時
ま
で
）　
会

場
＝
そ
ご
う
八
王
子
店
8
階
催
会
場（
旭

町
）　
問
い
合
わ
せ
＝
学
事
課（
☎
6
2
�

0
・
7
3
3
1
）�

■
多
摩
郷
土
誌
フ
ェ
ア
�

　
多
摩
地
域
の
市
町
村
が
発
行
し
て
い

る
郷
土
史
に
関
す
る
図
書
を
展
示
・
販

売
し
ま
す
。�

日
時
＝
1
月
26
〜
28
日
の
午
前
10
時
〜

午
後
7
時（
28
日
は
5
時
ま
で
）　
会

場
＝
モ
ノ
レ
ー
ル
立
川
北
駅
パ
ー
ク
ア
ベ

ニ
ュ
ー
3
階（
立
川
市
）　
問
い
合
わ
せ

＝
文
化
財
課（
☎
6
2
0
・
7
2
6
5
） 
�

　
�

ス
ポ
ー
ツ
�

�■
シ
ル
バ
ー
体
操
�

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
60

歳
以
上
の
方
　
日
時
＝
2
月
22
日
〜
3

月
29
日
の
毎
週
木
曜
日
の
午
前
9
時
45

分
〜
10
時
45
分
　
会
場
＝
甲
の
原
体
�

＝
20
名（
先
着
順
）　
費
用
＝
5
0
0

円
　
申
し
込
み
＝
電
話
で
市
民
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
6
4
6
・
1
5
7
7
）�

■
世
界
の
人
と
ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム
「
ベ

　
ラ
ル
ー
シ
の
お
話
」
�

日
時
＝
1
月
21
日
（日）
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分
　
会
場
＝
国
際
交
流
コ
ー

ナ
ー（
八
王
子
ス
ク
エ
ア
ビ
ル
11
階
☎
6
4
�

2
・
7
0
9
1
）　
定
員
＝
40
名（
先
着

順
）　
費
用
＝
無
料
　
申
し
込
み
＝
不

要
、直
接
会
場
へ
�

■
都
民
寄
席
�

対
象
＝
都
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
　

開
演
日
時
＝
3
月
3
日
（土）
午
後
1
時

30
分
　
会
場
＝
市
民
会
館
　
出
演
＝

三
遊
亭
圓
歌
・
雷
門
助
六
ほ
か
　
定
員

＝
千
名（
抽
選
）　
費
用
＝
無
料
　
申

し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ（
1
人
1
枚
2

名
ま
で
）に「
都
民
寄
席
」と
希
望
人
数
、

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
、返
信
面
の
あ

て
名
を
書
い
て
、1
月
25
日（
消
印
有
効
）

ま
で
に
八
王
子
市
学
園
都
市
文
化
ふ
れ

あ
い
財
団（
〒
192
‐
0
0
6
6
本
町
24
‐

1（
☎
6
2
1
・
3
0
0
5
）�

■
ぴ
よ
ぴ
よ
絵
本
の
じ
か
ん
�

対
象
＝
市
内
在
住
で
1
・
2
歳
の
お
子

さ
ん
と
そ
の
保
護
者
　
内
容
＝
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
、手
遊
び
な
ど
　
日
時
＝

1
月
25
日
（木）
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

30
分
　
会
場
＝
南
大
沢
公
民
館
　
定

員
＝
15
組（
先
着
順
）　
費
用
＝
無
料

申
し
込
み
＝
直
接
、ま
た
は
電
話
で
南
大

沢
図
書
館（
☎
6
7
9
・
2
2
0
1
）�

■
原
画
展
「
陣
馬
街
道
の
今
昔
」
�

　
市
内
在
住
の
画
家
・
石
井
宏
直
さ
ん

の
原
画
展
を
開
催
し
ま
す
。�

み
な
み
野
6
‐
1
‐
1
☎
6
3
5
・
4
1
5
�

2
）　
※
参
加
者
1
名
に
付
き
お
子
さ

ん
を
1
名
お
預
か
り
し
ま
す
。「
保
育
」

と
お
書
き
添
え
を
。ま
た
、市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。�

�

催
し
�

�■
高
尾
山
ハ
イ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
�

　
冬
の
高
尾
山
を
ハ
イ
キ
ン
グ
ガ
イ
ド
が

案
内
し
ま
す
。�

集
合
＝
2
月
6
・
17
日
の
午
前
9
時
に

高
尾
登
山
電
鉄（
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
）清
滝

駅
前（
解
散
は
午
後
0
時
30
分
こ
ろ
山

頂
付
近
で
）　
コ
ー
ス
＝
1
号
路
…
清

滝
駅
前
〜
た
こ
杉
〜
　
尾
山
薬
王
院
〜

山
頂（
約
3
・
8
キ
ロ
㍍
）　
定
員
＝
各

20
名（
抽
選
）　
費
用
＝
5
0
0
円
　

申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に「
高
尾
山
」

と
希
望
日
、住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
、返
信
面
の
あ
て
名
を
書
い
て
、実

施
日
の
2
週
間
前（
必
着
）ま
で
に
八
王

子
観
光
協
会（
〒
192‐0
0
8
3
旭
町
12‐

1
ファルマ
8
0
2
☎
6
4
3・3
1
1
5
）�

■
シ
ア
タ
ー
川
口
�

作
品
＝「
無
防
備
都
市
」　
日
時
＝
2

月
4
日
（日）
午
前
10
時
〜
11
時
50
分
、午

後
2
時
〜
3
時
50
分
　
会
場
＝
川
口

公
民
館（
☎
6
5
4
・
8
4
5
0
）　
定

員
＝
各
70
名（
先
着
順
）　
費
用
＝
無

料
　
申
し
込
み
＝
不
要
、直
接
会
場
へ
�

■
ア
ク
テ
ィ
ブ
市
民
塾
�

内
容
＝
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
、食
育
な
ど
に
つ
い

て
の
講
義
と
調
理
実
習
　
日
時
＝
1
月

20
日
（土）
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

会
場
＝
横
山
南
市
民
セ
ン
タ
ー
　
定
員
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★女声合唱演奏会　【日】1月21
日午後2～4時　【会】いちょうホー
ル　【費】1,000円　【問】アンサ
ンブル・ジェム
★スクエアダンス講習会　【対】
初心者　【日】1月24・31日の午前
9時30分～正午　【会】北野市民
センター　【申】電話でカントリーフ
ラワーズ
★写真展　【日】1月31日～2月4日
の午前10時～午後6時（31日は正
午から、4日は5時まで）　【会】クリ
エイトホール展示室　【問】フォトフ
レンズ多摩
●会員募集�
★「雉（きじ）」八王子俳句会　
【日】毎月第2日曜日の午後1～5
時　【会】めじろ台第一会館（めじ
ろ台四丁目）　【費】月800円　【問】

★小筆書道サークル　【対】20
歳以上の初心者　【日】月2回の
午後1～3時　【会】長房市民セン
ターなど　【問】
★着付け友の会　【対】女性　
【日】毎月第1・3火曜日の午後1時
30分～3時　【会】子安市民セン
ターなど　【費】入会金2,000円､月
3,500円　【問】
★裏千家茶道「はまなす会」　
【日】月2回の土曜日の午前10時～
午後3時　【会】横山南市民セン
ターなど　【費】入会金1,000円､月
5,000円　【問】
★いけ花サークル　【日】毎月
第2・4水曜日の午後1～4時　【会】
北野市民センターなど　【費】月
2,200円　【問】
★ハンドベル「ティンカーベル」
【対】初心者　【日】毎月第4火曜
日の午前10時～11時30分　【会】
学園都市センター（八王子スクエア
ビル内）など　【費】入会金2,000円､
月1,500円　【問】

★童謡「赤い鳥」　【日】月3回の
火曜日の午前10時～11時30分　
【会】子安市民センターなど　【費】
入会金3,000円､月3,000円　【問】

★太極拳・形意拳法「一空会」　
【日】月3回の土曜日､2回の日曜日
の午前9時30分～10時30分（日曜
日は11時まで）　【会】八王子労政
会館（明神町三丁目）など　【費】
月2,000円　【問】

�

そ
の
他
�

�■
未
受
診
者
の
就
学
時
健
康
診
断
�

対
象
＝
昨
年
12
月
以
降
に
転
入
な
ど
で
、

ま
だ
就
学
時
健
康
診
断
を
受
診
し
て
い

な
い
4
月
に
小
学
校
入
学
予
定
の
お
子

さ
ん
　
日
時
＝
2
月
3
日
（土）
午
後
1

時
15
分
〜
3
時
　
会
場
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

（
平
岡
町
）　
持
ち
物
＝
筆
記
用
具
、母

子
健
康
手
帳
　
問
い
合
わ
せ
＝
学
事

課（
☎
6
2
0
・
7
3
3
9
）�

■
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の
電
子

　
証
明
書
の
更
新
�

　
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の
電
子
証

明
書
の
有
効
期
間
は
、発
行
日
か
ら
3

年
で
す
。今
お
持
ち
の
電
子
証
明
書
の

有
効
期
限
は
、発
行
時
に
お
渡
し
し
た

証
明
書
の
写
し
な
ど
で
確
認
で
き
ま
す
。

引
き
続
き
ご
利
用
に
な
る
場
合
は
、失

効
す
る
日
の
3
か
月
前
か
ら
手
続
き
が

で
き
ま
す
。な
お
、失
効
し
た
後
で
も
、

申
請
に
よ
り
新
し
い
電
子
証
明
書
の
発

行
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

受
付
時
間
＝
午
前
8
時
30
分
〜
午
後

4
時
30
分
　
受
付
場
所
＝
市
役
所
2

階
市
民
課
　
手
数
料
＝
5
0
0
円
　

持
ち
物
＝
更
新
す
る
電
子
証
明
書
が

記
録
さ
れ
て
い
る
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
、本
人
確
認
資
料（
運
転
免
許
証
や
パ

ス
ポ
ー
ト
な
ど
）　
問
い
合
わ
せ
＝
市
民

課（
☎
6
2
0
・
7
2
3
2
）�

■
特
殊
寝
台
購
入
に
補
助
金
�

　
昨
年
4
月
の
介
護
保
険
制
度
の
改

正
に
よ
り
、特
殊
寝
台
の
貸
与
の
経
過

措
置
の
対
象
と
な
っ
た
方
が
寝
台
を
購

入
し
た
場
合
、費
用
の
一
部
を
補
助
し
て

い
ま
す
。�

対
象
＝
日
常
生
活
を
維
持
す
る
た
め
に

必
要
と
判
断
さ
れ
た
方
　
品
目
＝
床

板
の
高
さ
を
調
整
で
き
る
特
殊
寝
台
、

サ
イ
ド
レ
ー
ル
　
補
助
額
＝
購
入
価
格

の
2
分
の
1（
上
限
5
万
円
）　
申
込

期
限
＝
3
月
30
日
　
問
い
合
わ
せ
＝

高
齢
者
支
援
課（
☎
6
2
0
・
7
2
4
4
）�

■
道
路
に
水
を
ま
か
な
い
で
�

　
冬
期
は
路
面
の
凍
結
に
よ
り
、通
行

者
の
転
倒
や
車
の
ス
リ
ッ
プ
事
故
が
発
生

し
ま
す
。道
路
に
水
を
ま
い
た
り
、敷
地

内
か
ら
洗
車
を
し
た
水
が
流
れ
出
た
り

し
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。問

い
合
わ
せ
は
管
理
課（
☎
6
2
0
・
7
2
�

7
4
）へ
。�

■
土
地
収
用
法
に
よ
る
書
類
の
縦
覧
�

　
圏
央
道
事
業
に
伴
う
裏
高
尾
町
、高

尾
町
、南
浅
川
町
地
内
の
土
地
と
物
件

な
ど
の
関
係
書
類
を
縦
覧
し
て
い
ま
す
。

縦
覧
期
間
中
、こ
の
内
容
に
対
し
て
意

見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

縦
覧
期
間
＝
1
月
23
日（
土
・
日
曜
日

を
除
く
）ま
で
　
縦
覧
場
所
＝
市
役
所

6
階
交
通
政
策
室（
☎
6
2
0
・
7
2
5
�

9
）　
意
見
書
の
提
出
＝
都
収
用
委
員

会（
〒
163‐8
0
0
1
☎
0
3
・
5
3
2
0
・

7
0
5
9
）�

■
都
市
計
画
案
の
縦
覧
�

　
堀
之
内
寺
沢
里
山
公
園
の
都
市
計

画
案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。縦
覧
期
間

中
、こ
の
内
容
に
対
し
て
意
見
書
を
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

縦
覧
期
間
＝
1
月
17
〜
31
日（
土
・
日

曜
日
を
除
く
）　
縦
覧
場
所
・
意
見
書

の
提
出
＝
市
役
所
6
階
公
園
課（
〒
192‐

8
5
0
1
☎
6
2
0
・
7
2
6
9
）�

■
用
途
地
域
の
変
更
案
な
ど
の
縦
覧
�

　
南
八
王
子
土
地
区
画
整
理
事
業
区

域（
み
な
み
野
シ
テ
ィ
）内
・
南
大
沢
四
丁

目
の
一
部
に
つ
い
て
、用
途
地
域
の
変
更

な
ど
を
行
う
た
め
、都
市
計
画
案
の
縦

覧
を
行
い
ま
す
。縦
覧
期
間
中
、こ
の
内

容
に
対
し
て
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。�

内
容
＝
①
用
途
地
域
、②
高
度
地
区
、

③
防
火
・
準
防
火
地
域
、④
地
区
計
画（
南

八
王
子
地
区
の
変
更
、内
裏
公
園
北
地

区
の
決
定
）、⑤
宇
津
貫
緑
地
の
変
更
　

縦
覧
期
間
＝
1
月
26
日
〜
2
月
9
日（
土・

日
曜
日
を
除
く
）　
縦
覧
場
所
＝
①
〜

③
は
市
役
所
6
階
都
市
計
画
室
・
④
は

市
街
地
整
備
課
・
⑤
は
公
園
課（
①
⑤
は
、

都
庁
第
2
本
庁
舎
21
階
都
市
計
画
課

で
も
）　
意
見
書
の
提
出
＝
①
⑤
は
都
・

都
市
計
画
課（
〒
163
‐
8
0
0
1
）、②

③
は
都
市
計
画
室
・
④
は
市
街
地
整
備

課（
〒
192
‐
8
5
0
1
）　
問
い
合
わ
せ

＝
①
〜
③
は
都
市
計
画
室（
☎
6
2
0
・
�

7
2
5
8
）、④
は
市
街
地
整
備
課（
☎

6
2
0
・
7
2
6
7
）、⑤
は
公
園
課（
☎

6
2
0
・
7
2
6
9
）�

■
生
産
緑
地
地
区
の
都
市
計
画
変
更

　
案
の
縦
覧
�

　
市
内
の
生
産
緑
地
地
区
の
都
市
計

画
変
更
案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。縦
覧

期
間
中
、こ
の
内
容
に
対
し
て
意
見
書

を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

縦
覧
期
間
＝
1
月
26
日
〜
2
月
9
日

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）　
縦
覧
場
所
・

意
見
書
の
提
出
＝
市
役
所
6
階
都
市

計
画
室（
〒
192
‐
8
5
0
1
☎
6
2
0
・

7
2
5
8
）�

■
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
中
央
公
民
館

　
の
臨
時
休
館
�

　
ク
リ
エ
イ
ト
ホ
ー
ル
内
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
と
中
央
公
民
館（
☎
6
4
8
・
2
2
�

3
1
）は
保
守
点
検
の
た
め
、2
月
6
日

（火）
は
休
館
し
ま
す
。�

■
郷
土
資
料
館
の
臨
時
休
館
�

　
郷
土
資
料
館（
☎
6
2
2
・
8
9
3
9
）

は
館
内
整
理
の
た
め
、1
月
25
・
26
日
は

休
館
し
ま
す
。�

市からのお知らせ�情報ファイル�
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次号・2月1日発行の�

は…�広報はちおうじ�

●特集：路上喫煙の防止に関
する条例を制定�

●子育て応援企業のシンボ
ルマークを決定�

●｢障害福祉計画（素案）｣に
ご意見を�

●2月5日から市・都民税の
申告を受け付け　　　など�

　この欄は、官公署や市民の皆さんのコミュニティ活動の催しなどを紹介しています。内容の確認
などは直接、各団体へ。政治・宗教・営利行為に関するものは掲載しません。掲載の申し込みは市
役所5階、クリエイトホール1階、各市民センターなどにある申込用紙に書いて、掲載希望号の35日
前まで（会員募集は掲載希望号の指定はできません）に、八王子市役所5階広聴広報室（広報担
当）（〒192‐8501☎620・7228、FAX626・3858）へ。なお先着順で掲載し、掲載する方のみ連
絡します。【対】＝対象、【内】＝内容、【期】＝期日、【時】＝時間、【日】＝日時、【集】＝集合、【会】
＝会場、【定】＝定員、【費】＝費用（記載なしは無料）、【申】＝申し込み（ハガキの場合は申し込
み内容と、住所・氏名・電話番号などの必要事項の記載を）、【問】＝問い合わせ�

広報はちおうじ　2007.1.1515

【定】先着150名　【費】500円（小学
生以下は無料）　【問】八王子にほん
ごの会
★在宅介護者交流会　【日】2月27日
午後1～3時　【会】学園都市センター（八
王子スクエアビル内）　【問】らむねっと・

★相続相談　【日】1月28日､2月11日の
午後1時30分～4時　【会】クリエイトホー
ル第4学習室　【申】電話で相続なん
でも相談センター
★生涯学習サロン　【内】自然、社会
の講話など　【日】2月22日～5月24日
の毎月第2・4木曜日の午後2～4時　
【会】八王子エルシィ（八日町）　【定】
先着75名　【費】13,000円　【申】
電話で八王子プロバスクラブ

★講座「身体論の哲学」　【日】2月7・
14・21・28日の午後3時～4時30分　【会】
南大沢文化会館など　【費】6,800円�
【申】電話で南大沢・市民カレッジ

★カウンセリング勉強会　【対】20歳
以上の方　【日】1月21日、2月4・18日､3
月4・18日の午後1時30分～4時30分�
【会】由木東市民センターなど　【定】
各先着10名　【費】3,000円　【申】電
話でCULLカリタスカウンセリング学会

★講演「花粉症」　【日】1月25日午後
2～3時　【会】仁和会総合病院（明神
町四丁目）　【定】先着30名　【申】
電話で同病院☎644・3711�
★講演「デートDVを知っていますか」
【内】若い男女間の暴力についての
講演　【日】2月3日午後2～5時　【会】
クリエイトホール視聴覚室　【定】先着
70名　【費】300円　【問】八王子手
をつなぐ女性の会

★絵本の読み聞かせ　【対】3歳～小
学3年生のお子さんとその保護者　【日】
1月27日午前10時30分～11時30分　
【会】台町市民センター　【問】おはな
し無限大
★みんなで歌うなつメロコンサート
【日】1月24日午後1時30分～3時30分
【会】南大沢市民センター　【定】先着
70名　【費】500円　【問】笑和会

田療育センター（多摩市）　【申】2月3
日までに電話で、同センター☎042・374・
2096�
★親子森林教室「野鳥」　【日】2月17・
18日の午前10時～午後2時　【会】多
摩森林科学園　【定】各抽選30名　
【費】300円（小・中学生、高校生は50円）
【申込期限】1月31日　【問】同科学園
☎661・0200�
★自然体験　【内】自然観察と雑木
林管理体験　【日】1月21日午前9時30
分～午後2時30分　【会】平山城址公
園　【費】50円　【持ち物】軍手､昼
食　【問】桜ヶ丘公園サービスセンター
☎042・375・1240�
★八王子の俳人と句碑を訪ねて　【日】
2月10・17日、3月10・17日の午後1時30
分～3時30分　【会】八王子勤労者福
祉会館（八幡町）など　【定】先着20
名　【費】5,000円　【申】電話で同会
館☎628・4909�
★e‐Tax（国税電子申告・納税サー
ビス）のご利用を　インターネットを利
用して､申告や納税ができる「e‐Tax
（http:// www.e‐tax.nta.go.jp/）」をご
利用ください。　【問】八王子税務署
☎622・6291�
�市民団体など�
●関連団体の催し�
★市民企画事業　:

　【対】6歳までのお子さんと
その保護者　【内】お手玉などのお正
月あそび　【日】1月30日午前10時～正
午　【会】クリエイトホール第2学習室
【定】先着30組　【問】八王子子ども
劇場☎645・1739　:
　【対】小学生とその保護者　【日】

2月4日午後1～4時　【会】大学セミナー
ハウス（下柚木）　【定】先着70名　【費】
700円（小学生は300円）　【申】電話で
同セミナーハウス☎676・8532�
★レディース体験乗馬2回コース　
【対】20歳以上の女性　【日】3月31日
までの午前9時～午後6時　【会】八王
子乗馬倶楽部（丹木町一丁目）　【費】
7,500円　【申】電話で八王子乗馬連
盟☎691・1915�
●そのほかの団体の催し�
★にほんごで楽しむ国際交流　【日】
1月21日午後2～4時　【会】市民会館�

官公署など�
�
★暴力団などに絡む相談　【日】1月
19日､2月16日､3月16日の午前10時～午
後5時　【会】市役所1階暮らしの安全
安心課　【問】暴力団追放運動推進
都民センター☎03・3201・2424�
★法律相談　【日】1月27日午前10時～
午後4時　【会】大和田市民センター
【問】東京司法書士会八王子支部

★南多摩地域保健医療協議会委員
を募集　【対】20歳以上の方　【内】
地域の保健医療サービスのあり方など
の検討　【申込期限】2月15日　【問】
南多摩保健所企画調整係☎042・371・
7661�
★多摩交流センターでTAMA市民
塾と助成対象事業の募集　:TAMA
市民塾　【期】4～9月　【会】同センター
（府中市）　【申込期限】2月10日　:助
成対象事業の募集　【内】芸術文化、
スポーツなど、広域的市民活動への助
成　【申込期限】1月31日　【問】同セ
ンター☎042・335・0100�
★東京造形大学・大学院の卒業・
修了制作展　【日】1月20・21日の午前
10時～午後5時　【会】同大学☎637・
8111�
★浅川・多摩川・いい川つくろう活動
団体交流会　【日】1月21日午後1時～
4時30分　【会】日野市役所　【問】か
わせみ館☎042・581・1164�
★障害のある方のパソコン・コミュニ
ケーション機器展示・説明会　【日】
2月11日午前10時～午後3時　【会】島�



■発行：八王子市�
（〒192‐8501 元本郷町三丁目24番1号）�

■編集：広聴広報室（広報担当）�
☎620‐7228　FAX626‐3858�
�

※本紙に掲載させていただいた方へ写真を差しあ�
げています。左記までご連絡ください。�

古紙配合率100%再生紙を使用しています�
16広報はちおうじ　2007.1.15

ごみ出し前に資源物探し�
　ごみ有料化の取り組みが始まって、
2年3か月。皆さんのご協力でごみは
大幅に減りましたが、集めたごみには、
まだ資源物として回収できるものが
残っています。ふとした気の緩みから
「一度入れたら、出すのも面倒だし、
まあいいや」という方もいるのでは。�
　そこで提案です。自宅のごみ箱の横
に一つリサイクル用の箱や袋を用意し
たらいかがでしょう。ごみを出す前に見
つけた発泡スチロール製のトレーなど
の空容器をこれに入れ､後で分別す
ればリサイクルは万全になるはずです。�
　ごみ減量はちょっとした気付きで進
むものです。皆さんも「エコ生活」のた
めにもうひと工夫を。�

ごみ減量対策課（☎620・7256、FAX626・4506）�
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秋
に
熟
す
果
実
は
典
型
的
な
”ひ
っ

つ
き
虫
“。新
年
を
過
ぎ
て
も
、荒
れ

地
な
ど
で
立
ち
枯
れ
し
た
茎
に
付

い
て
い
る
姿
を
よ
く
目
に
す
る
。実

は
、先
の
曲
が
っ
た
カ
ギ
状
の
と
げ
で

セ
ー
タ
ー
な
ど
に
し
っ
か
り
と
ひ
っ
つ

く
。
外
来
種
な
が
ら
何
と
な
く
親

し
み
を
覚
え
る
の
も
、こ
の
実
を
使
っ

て
的
当
て
ゲ
ー
ム
な
ど
で
遊
ん
だ
記

憶
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。�

　
非
常
に
よ
く
似
た
オ
ナ
モ
ミ
は
、

後
か
ら
入
っ
て
き
た
オ
オ
オ
ナ
モ
ミ

に
入
れ
替
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
、今
と
な
っ
て
は
か
つ
て
市
内
に

あ
っ
た
の
か
ど
う
か
さ
え
、検
証
が
難

し
い
。果
実
は
動
物
に
運
ば
れ
る
ほ

か
水
に
浮
き
、ダ
ム
湖
な
ど
の
水
際

に
群
生
す
る
。こ
の
点
か
ら
も
、水
散

布
種
子
で
も
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。�

（
八
王
子
自
然
友
の
会
）�

オ
オ
オ
ナ
モ
ミ�

▲フォーラムでは、皆さんとの意見交換も�

　
市
は
毎
年
、市
長
ほ
か
3
名
の
パ
ネ

リ
ス
ト
に
よ
る
公
開
討
論
会「
げ
ん
き

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。今

回
は
、「
市
制
90
周
年
・
魅
力
あ
る
ま
ち

を
め
ざ
し
て
〜
地
域
で
育
む
ま
ち
づ
く

り
」を
テ
ー
マ
に
、地
域
で
展
開
さ
れ
る

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
つ
い
て

考
え
ま
す
。当
日
は
、ご
来
場
の
皆
さ
ん

と
の
意
見
交
換
も
予
定
し
て
い
ま
す
。�

日
時
　
1
月
27
日
（土）
午
後
2
〜
4
時
�

会
場
　
ク
リ
エ
イ
ト
ホ
ー
ル
5
階
ホ
ー
ル
�

定
員
　
1
7
0
名（
先
着
順
）�

費
用
　
無
料
�

申
し
込
み
　
不
要
、直
接
会
場
へ
�

問
い
合
わ
せ
　
広
聴
広
報
室（
広
聴
担

当
☎
6
2
0
・
7
4
1
1
、F
A
X
�

6
2
0
・
7
3
2
2
）へ
�

※
手
話
通
訳
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、1

歳
〜
就
学
前
の
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り

し
ま
す
の
で
、事
前
に
お
申
し
込
み
を
。�

〜
地
域
で
育
む
ま
ち
づ
く
り
�

今
月
27
日
に
「
げ
ん
き
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
�

　4月から9月まで､市のホームページに
掲載する広告を募集します｡�
対象　市民生活に関連するもので次の
いずれにも該当しないもの　:政治・
宗教活動､意見広告､個人の宣伝�
:公の秩序､または善良な風俗に反
するもの�
規格　縦40ピクセル×横150ピクセル､
画像はGIF形式で､容量は4KB以内�

掲載場所・広告料　トップページ（12枠
で抽選）…1枠あたり1か月・30,000円､
トップページ以外のページ…1枠あたり
1か月・20,000円�

申し込み　1月31日までに直接、市役所
5階広聴広報室（広報担当☎620・
7228､FAX626・3858）へ�

※画像は作製してください｡�

1月は市・都民税､国民健康保険税､介護保険料の納期です�


